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近
代
日
本
研
究
第
三
十
八
巻
（
二
〇
二
一
年
度
）

論
説

福
沢
諭
吉
の
論
説
「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
と

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

―
―
教
皇
庁
対
日
外
交
の
始
動
と
の
関
連
で
―
―

山

梨

淳

は
じ
め
に

福
沢
諭
吉
は
、
一
八
八
四
年
六
月
六
日
と
七
日
、『
時
事
新
報
』
に
論
説
「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
を
掲
載

（
1
）

し
た
。
福
沢
は
そ
れ
ま
で
日
本
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
に
反
対
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
こ
の
論
説
で
は
一
転

し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
容
認
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
。
指
導
的
知
識
人
が
従
来
の
評
価
を
改
め
て
キ
リ
ス
ト
教
に
好
意
的
な
見
解
を

表
明
し
た
た
め
、
こ
の
記
事
は
発
表
時
か
ら
賛
否
両
論
の
論
議
を
呼
ん
で
い
た
。
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福
沢
は
、
続
け
て
同
月
中
旬
（
一
八
―
二
〇
日
）
に
「
日
本
教
法
の
前
途
如
何
」
を
『
時
事
新
報
』
に
発
表
し
た
。
彼
は
、
こ

の
論
説
で
日
本
社
会
に
お
け
る
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
を
比
較
し
、
今
後
、
後
者
が
優
勢
に
な
る
可
能
性
を
認
（
2
）

め
た
。

こ
れ
ら
の
論
説
は
、
翌
七
月
、
英
字
新
聞
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
』
に
翻
訳
さ
れ
、
欧
米
諸
国
に
広
く
伝
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
海
外
各
地
の
新
聞
や
雑
誌
で
日
本
の
代
表
的
知
識
人
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
国
教
化
論
と
し
て
報
道
さ

れ
、
国
際
的
な
関
心
を
呼
ん
で
い
た
。

「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
は
、
宗
教
に
関
す
る
福
沢
の
重
要
論
説
と
し
て
数
多
く
の
先
行
研
究
が
取
り
上
げ

て
お
り
、
海
外
で
の
受
容
状
況
に
触
れ
る
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。
渡
辺
俊
一
は
、
こ
の
論
説
の
成
立
事
情
の
考
察
の
な
か
で
、

同
記
事
が
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
事
例
に
触
れ
て
（
3
）

い
る
。
ま
た
、
白
井
堯
子
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
と
福
沢
の

交
流
を
扱
っ
た
研
究
で
、
津
田
仙
が
イ
ギ
リ
ス
在
住
の
元
宣
教
師
に
福
沢
の
論
説
を
知
ら
せ
、
英
国
国
教
会
の
宣
教
雑
誌
で
そ
の

記
事
が
論
評
さ
れ
て
い
る
事
実
に
言
及
し
て
（
4
）

い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
の
反
響
が
国
外
に
も
広
が
っ
て
い
た
事
実
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き

た
が
、
こ
の
論
説
に
関
心
を
向
け
て
い
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

本
論
は
、
一
八
八
四
年
六
月
に
『
時
事
新
報
』
に
発
表
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
も
注
目
さ
れ
て
い

た
事
実
に
着
目
し
、
福
沢
の
論
説
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
反
響
を
生
ん
で
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
八
八
四
年
秋
、
日
本
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
は
、
パ
リ
宣
教
会
本
部
に
送
る
年
次
報
告
で
、
福
沢
の
論
説
を
報
告
し
て

い
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
雑
誌
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
は
注
目
す
べ
き
日
本
の
社
会
動
向
と
し
て
福
沢
の
論
説

を
取
り
上
げ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
会
関
係
者
に
も
そ
の
主
張
が
伝
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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な
か
ん
ず
く
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
宣
教
雑
誌
の
記
事
が
機
縁
と
な
っ
て
、
教
皇
庁
の
対
日
外
交
の
始
動
が
促
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。

教
皇
庁
と
日
本
の
外
交
関
係
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
五
年
九
月
一
二
日
に
行
わ
れ
た
明
治
天
皇
へ
の
教
皇
親
書
の
奉

呈
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
教
会
の
発
展
を
願
っ
た
教
皇
レ
オ
一
三
世
は
、
日
本
北
緯
代
牧
区
の
司
教
Ｐ
・
Ｍ
・
オ

ズ
ー
フ
を
使
者
と
し
て
日
本
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
教
皇
使
節
の
派
遣
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
エ
ク
ス＝

ア
ン＝

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
大
司
教
の
テ
オ
ド
ー
ル
・
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
に
よ
る
教
皇
へ
の
進
言
で
あ
る
が
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
明
ら
か

に
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
記
事
か
ら
着
想
を
得
て
、
教
皇
へ
の
意
見
具
申
を
行
っ
て
い
る
。

福
沢
は
『
時
事
新
報
』
に
お
い
て
、
国
内
の
世
論
を
指
導
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
世
論
に
向
け
た
対
外
宣
伝
を
も
視
野
に

入
れ
て
（
5
）

い
た
。
一
八
八
四
年
六
月
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
は
、
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
好
意
的
な
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
点

に
お
い
て
、
国
際
的
影
響
力
の
高
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
時
事
新
報
』
記
事
の
海
外
へ
の
波
及
状
況
は
重
要
な
研
究
課
題
で
あ

る
だ
け
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
そ
の
受
容
の
考
察
は
、
同
紙
の
言
論
活
動
の
評
価
の
う
え
で
意
義
を
持
つ
も
の
と
考
え

る
。

一

福
沢
諭
吉
の
二
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
と
日
原
昌
造
の
寄
書

（
1
）
「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」

①
論
説
の
内
容

「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
は
、
世
界
各
地
の
動
物
が
環
境
に
応
じ
た
保
護
色
に
よ
っ
て
生
存
し
て
き
た
事
例

福沢諭吉の論説「宗教も亦西洋風に従はざるを得ず」とカトリック教会
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か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
、
動
物
の
世
界
と
同
じ
く
人
間
社
会
に
も
保
護
色
に
相
当
す
る
「
一
種
の
色
相
」
が
存
在
す
る
と
し
て
、
次

の
よ
う
に
議
論
が
進
め
ら
れ
て
（
6
）

い
く
。

現
在
の
国
際
社
会
で
は
、「
欧
米
文
明
の
風
尚
」
が
支
配
的
な
「
色
相
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
抗
す
る
も
の
は
、「
衆
寡
敵
せ

ず
、
直
接
間
接
に
其
疎
斥
を
免
」
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
世
界
で
は
、
日
本
が
「
文
物
制
度
も
彼
れ
に
似
せ
、
習
慣
宗
教

も
彼
れ
に
似
せ
、
一
切
万
事
、
西
洋
と
其
色
を
同
う
し
」、
西
洋
諸
国
か
ら
「
我
を
疎
外
す
る
の
念
を
絶
た
し
む
る
」
こ
と
が
重

要
と
な
る
。

西
洋
人
と
の
交
流
が
今
後
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
以
上
、「
縦
ひ
公
然
耶
蘇
教
を
容
れ
ざ
る
も
、
其
教
義
は
交
際
上
よ
り
し
て

我
国
に
侵
入
す
る
」
の
は
必
然
で
あ
り
、
現
実
に
は
「
耶
蘇
教
の
滋
蔓
を
防
ぐ
」
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
防
遏
が
で
き
な
い
以

上
、「
人
間
社
会
上
最
も
有
力
な
る
宗
教
の
如
き
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
」
な
い
。

以
上
が
こ
の
論
説
の
骨
子
で
あ
る
が
、
論
中
で
福
沢
は
自
著
『
時
事
小
言
』（
一
八
八
一
年
）
で
キ
リ
ス
ト
教
を
「
護
国
の
気

力
」
を
損
な
う
も
の
と
論
じ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
こ
れ
を
「
一
時
の
過
慮
」
で
あ
っ
た
と
自
己
批
判
し
て
い
る
。

②
論
説
の
先
行
研
究

「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
は
、
石
河
幹
明
の
編
に
な
る
『
続
福
沢
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
三
四
年
）
で
、『
時

事
新
報
』
社
説
「
明
治
十
七
年
篇
」
の
「
宗
教
道
徳
」
の
部
に
収
録
さ
れ
た
。
戦
後
の
『
福
沢
諭
吉
全
集
』（
第
九
巻
所
収
）
の

「
後
記
」（
富
田
正
文
）
で
は
、
明
治
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
「
特
に
重
要
視
」
さ
れ
る
こ
の
論
説
が
、
条
約
改
正
問
題
へ
の
関

心
で
執
筆
さ
れ
た
「
内
地
雑
居
に
伴
う
宗
教
論
」
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
（
7
）

い
る
。

近
年
で
は
、
平
山
洋
が
当
時
の
福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
が
条
約
改
正
問
題
の
解
決
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
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注
意
を
促
し
、
福
沢
が
宣
教
師
に
も
そ
の
協
働
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
て
（
8
）

い
る
。

ま
た
、
こ
の
論
説
は
西
洋
世
界
に
お
け
る
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
目
的
と
し
た
記
事
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。
福
沢
の

キ
リ
ス
ト
教
容
認
論
へ
の
転
換
に
関
し
て
、
坂
本
多
加
雄
は
、
西
洋
的
文
明
国
と
し
て
の
認
知
が
条
約
改
正
の
実
現
に
あ
た
っ
て

不
可
欠
と
す
る
状
況
認
識
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
論
（
9
）

じ
た
。
こ
の
論
説
に
国
際
的
地
位
の
向
上
を
目
指
し
た
欧
化

政
策
を
認
め
る
解
釈
は
、
渡
辺
（
10
）

俊
一
や
山
口
（
11
）

輝
臣
ら
の
研
究
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

条
約
改
正
を
目
的
と
し
た
福
沢
の
立
論
で
は
、
そ
の
実
現
を
図
る
う
え
で
、
国
内
世
論
と
国
際
世
論
の
改
善
が
同
時
に
企
図
さ

れ
て
い
た
。
以
下
、
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
学
び
つ
つ
、
論
説
の
執
筆
経
緯
や
反
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

③
論
説
の
発
表
背
景

一
八
八
四
年
の
初
頭
、
福
沢
は
内
地
雑
居
問
題
に
関
し
て
従
来
の
持
論
で
あ
っ
た
時
期
尚
早
論
を
放
棄
し
、
推
進
論
を
唱
え
る

に
至
っ
て
（
12
）

い
る
。
西
洋
列
強
の
進
出
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
世
界
の
緊
張
が
高
ま
る
中
、
国
力
増
強
の
観
点
か
ら
内
地
解
放
に
よ
る

経
済
活
性
化
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
福
沢
は
、
こ
の
時
期
、
内
地
解
放
の
前
提
と
し
て
治
外
法
権
の
撤
廃
を
求
め
、
条
約
改

正
に
よ
る
国
権
の
回
復
も
目
指
し
て
（
13
）

い
る
。
来
た
る
べ
き
内
地
解
放
後
の
社
会
に
お
い
て
は
、
信
教
の
自
由
の
保
障
が
求
め
ら
れ

る
だ
け
に
、
彼
は
国
益
の
見
地
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
容
認
が
不
可
避
で
あ
る
と
の
考
え
に
導
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
は
、
福
沢
が
キ
リ
ス
ト
教
排
撃
か
ら
容
認
へ
と
突
然
転
じ
た
論
と
し
て
認
め
ら
れ

て
き
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
福
沢
は
こ
の
論
に
先
立
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
に
対
す
る
好
意
的
発
言
を
始
め
て
（
14
）

い
た
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
宣
教
師
は
、
一
八
八
四
年
五
月
四
月
に
京
（
15
）

都
で
、
同
月
二
二
日
に
東
京
の
築
（
16
）

地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本

福沢諭吉の論説「宗教も亦西洋風に従はざるを得ず」とカトリック教会

185



の
条
約
改
正
運
動
を
支
持
す
る
会
合
を
設
け
た
が
、
そ
の
情
報
を
得
た
福
沢
は
、
宣
教
師
に
対
す
る
認
識
を
改
め
た
よ
う
で
あ

る
。『
時
事
新
報
』
論
説
「
外
国
宣
教
師
は
何
の
目
的
を
以
て
日
本
に
在
る
か
」（
六
月
（
17
）

二
日
）
で
は
、
宣
教
師
が
治
外
法
権
の
撤

廃
に
ま
で
踏
み
込
ま
な
い
点
を
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
彼
ら
に
自
国
政
府
へ
の
今
後
の
働
き
か
け
を
期
待
し
て
（
18
）

い
る
。

ま
た
、
福
沢
は
、
宣
教
師
が
居
留
地
の
外
国
人
に
与
え
て
き
た
道
徳
上
の
感
化
を
評
価
し
て
い
た
。
論
説
「
法
律
の
み
に
依
頼

し
て
外
国
人
を
制
す
可
ら
ず
」（
七
月
一
六
日
）
で
は
、
内
地
解
放
後
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
外
国
人
に
対
し
、
宣
教
師
が
そ
の

教
化
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
（
19
）

い
る
。

福
沢
が
キ
リ
ス
ト
教
容
認
の
意
見
表
明
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
は
、
条
約
改
正
の
実
現
、
お
よ
び
そ
の
後
の
「
雑
居
」
社
会
の

治
安
維
持
に
お
い
て
、
宣
教
師
か
ら
の
協
力
が
期
待
で
き
た
こ
と
も
係
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
（
20
）

れ
る
。

④
論
説
の
反
響

「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
の
掲
載
後
、
各
地
の
新
聞
で
宗
教
論
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
（
21
）

た
が
、
福
沢
の
所
説
を

真
っ
向
か
ら
批
判
し
た
も
の
に
、『
読
売
新
聞
』
巻
頭
の
「
読
売
雑
譚
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
時
事
新
報
記
者
の
気
長
に
驚
く
」（
六

月
一
四
日
）
が
あ
る
。
そ
の
匿
名
の
著
者
は
、
東
京
専
門
学
校
（
後
の
早
稲
田
大
学
）
の
創
立
者
の
一
人
で
、
立
憲
改
進
党
幹
部

の
小
野
梓
で
あ
（
22
）

っ
た
。
小
野
は
、
こ
の
論
を
キ
リ
ス
ト
教
導
入
に
よ
る
条
約
改
正
論
と
み
な
し
た
う
え
で
、
一
国
の
宗
旨
を
変
え

る
に
は
五
、
六
百
年
は
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
、
条
約
改
正
の
実
現
を
待
つ
の
は
「
随
分
気
長
き
事
に
あ
ら
ず

や
」
と
嘲
弄
（
23
）

し
た
。

り
ょ
う
ち

小
野
梓
は
熱
心
な
仏
教
徒
で
あ
り
、
島
地
黙
雷
ら
が
一
八
八
四
年
二
月
に
創
設
し
た
仏
教
団
体
の
令
知
会
の
会
員
で
あ
っ
た
。

小
野
は
令
知
会
の
会
合
で
も
福
沢
を
批
判
し
て
（
24
）

お
り
、
彼
の
『
読
売
新
聞
』
の
記
事
に
は
仏
教
者
と
し
て
の
反
論
と
い
う
一
面
が
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あ
っ
た
。
島
地
黙
雷
も
『
令
知
会
雑
誌
』
第
四
号
（
同
年
七
月
）
で
、
福
沢
の
論
を
「
我
の
独
立
を
保
た
ん
と
欲
し
て
、
却
て
自

ら
独
立
を
失
う
諂
諛
・
卑
屈
の
政
略
」
と
非
難
し
て
（
25
）

い
る
。

『
時
事
新
報
』
に
は
、
小
野
の
匿
名
記
事
に
対
す
る
応
答
文
が
雑
報
欄
に
掲
載
（
六
月
一
六
日
）
さ
れ
（
26
）

た
が
、
小
野
は
福
沢
の

所
論
を
キ
リ
ス
ト
教
国
教
化
論
と
し
て
受
け
止
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
誤
読
の
指
摘
が
理
解
で
き
ず
、
批
判
の
回
答
に
は
な
っ
て

い
な
い
と
反
駁
（『
読
売
新
聞
』
同
月
一
八
日
）
し
て
（
27
）

い
る
。

こ
の
『
読
売
新
聞
』
の
反
論
は
世
間
の
耳
目
を
引
い
て
い
た
よ
う
で
、『
東
京
日
日
新
聞
』
の
社
説
「
宗
教
の
争
論
は
禍
源
な

り
」（
同
月
二
三
日
）
で
は
、『
時
事
新
報
』
の
受
け
た
「
耶
蘇
教
に
左
袒
す
る
者
」
と
の
非
難
が
信
教
の
自
由
の
観
点
か
ら
批
判

的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
（
28
）

い
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
『
東
京
毎
週
新
報
』
は
、「
読
売
新
聞
記
者
の
迂
遠
な
る
に
驚
く
」（
同

月
二
〇
日
）
を
掲
載
し
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
は
数
百
年
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
小
野
の
皮
肉
に
対
し
、
古
代
ロ
ー
マ
帝

国
の
キ
リ
ス
ト
教
化
が
お
よ
そ
三
世
紀
で
実
現
し
た
史
実
を
あ
げ
、
進
歩
が
迅
速
な
明
治
日
本
で
は
わ
ず
か
二
〇
年
で
達
成
が
可

能
で
あ
ろ
う
と
反
論
し
て
（
29
）

い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
、
敵
対
者
と
し
て
知
ら
れ
る
福
沢
が
キ
リ
ス
ト
教
の
容
認
に
転
じ
た
こ
と
は
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら

（
30
）

れ
た
。
日
本
在
住
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
海
外
の
教
会
関
係
者
に
そ
の
論
説
を
伝
え
て
い
た
が
（
本
論
二
（
2
））、
ア
メ
リ
カ
の

宣
教
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ミ
ス
（
米
国
長
老
教
会
）
の
記
事
で
は
、
福
沢
の
論
説
の
影
響
に
よ
っ
て
改
宗
希
望

よ
し
や
す

者
さ
え
現
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
（
31
）

い
る
。
静
岡
教
会
牧
師
の
平
岩
愃
保
（
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
）
も
、
福
沢
の
記
事
が
キ
リ
ス
ト

教
に
好
意
的
な
風
潮
を
生
み
出
し
て
い
る
と
カ
ナ
ダ
の
宣
教
師
に
知
ら
せ
て
（
32
）

い
た
。

も
っ
と
も
福
沢
が
経
世
的
観
点
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
認
め
て
い
た
以
上
、
教
会
関
係
者
が
そ
れ
を
問
題
視
し
な
い
こ
と
は
な

か
っ
た
。『
東
京
毎
週
新
報
』
の
記
事
「
時
事
新
報
を
読
む
」（
同
月
一
三
日
）
で
は
、
同
紙
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
好
意
を
「
近
来

福沢諭吉の論説「宗教も亦西洋風に従はざるを得ず」とカトリック教会
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の
一
代
進
歩
」
と
認
め
な
が
ら
も
、
政
治
上
の
方
便
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
安
易
な
導
入
に
は
、
教
会
に
「
腐
敗
」
を
も
た
ら
し

か
ね
な
い
危
惧
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
（
33
）

い
る
。

な
お
、「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
は
官
界
で
も
注
目
さ
れ
て
い
た
の
か
、
当
時
、
宮
廷
外
交
の
裏
方
を
務
め

て
い
た
宮
内
大
臣
秘
書
官
の
長
崎
省
吾
は
、
こ
の
論
を
一
部
筆
写
し
た
文
章
を
残
し
て
（
34
）

い
る
。

（
2
）
「
日
本
教
法
の
前
途
如
何
」

福
沢
は
、
六
月
一
八
日
か
ら
二
〇
日
に
「
日
本
教
法
の
前
途
如
何
」
を
『
時
事
新
報
』
に
発
表
し
た
。
こ
の
論
説
は
全
集
未
収

録
の
た
め
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
の
続
編
で
（
35
）

あ
る
。

前
編
で
は
、
今
後
の
日
本
で
「
耶
蘇
教
を
流
行
せ
し
む
る
の
利
益
な
る
所
以
」
が
論
じ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
こ
の
後
編
で
は
、

「
事
物
自
然
の
進
歩
」
か
ら
見
て
も
、「
耶
蘇
教
は
終
に
日
本
に
流
行
す
べ
き
勢
」
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教

の
日
本
社
会
で
の
現
況
が
対
比
し
な
が
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
論
で
は
最
初
、
教
理
の
優
劣
を
問
わ
な
い
と
前
置
き
が
さ
れ
た
後
、「
我
輩
の
所
見
に
て
は
気
の
毒
な
が
ら
仏
教
は
耶
蘇

教
と
競
争
し
て
永
く
今
日
の
地
位
を
保
續
す
る
こ
と
は
能
は
ず
」
と
し
、
将
来
的
に
は
「
勝
利
は
耶
蘇
教
の
方
に
在
り
」
と
の
見

立
て
が
示
さ
（
36
）

れ
る
。

本
論
で
は
、「
古
来
の
教
法
な
る
仏
教
と
新
入
の
耶
蘇
教
と
が
互
に
相
争
ふ
と
き
は
、
そ
の
勝
敗
は
如
何
に
決
す
べ
き
や
」
と

プ
レ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

い
う
問
い
が
提
出
さ
れ
、
両
宗
教
が
そ
れ
ぞ
れ
「
金
力
」、「
知
識
」、「
徳
望
」、「
位
階
」、「
久
拠
先
主
力
」（
古
来
の
伝
統
）
の

五
点
に
お
い
て
比
較
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、「
位
階
」
に
関
し
て
は
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
は
同
等
で
あ
る
が
、「
金
力
」、「
知
識
」、

「
徳
望
」
の
三
点
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
が
優
勢
に
あ
り
、
仏
教
は
た
だ
「
久
拠
先
主
力
」
の
一
点
で
の
み
優
位
が
認
め
ら
れ

188



る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。

最
後
に
、
仏
教
は
、
今
後
「
面
目
を
一
新
」
し
な
い
限
り
、「
今
日
の
地
位
を
維
持
す
る
」
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
、「
仏

者
、
果
し
て
こ
の
辺
の
覚
悟
あ
る
や
否
や
」
の
問
い
か
け
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
日
本
教
法
の
前
途
如
何
」
は
、
一
見
、
キ
リ
ス
ト
教
が
将
来
、
仏
教
に
代
わ
る
日
本
の
主
要
宗
教
と
な
る
可
能
性
を
論

じ
た
も
の
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
福
沢
の
念
頭
に
あ
っ
た
読
者
は
仏
教
僧
で
あ
り
、
こ
の
論
の
執
筆
意
図
は
彼
ら
に
仏
教
界
の

問
題
点
を
提
（
37
）

示
し
、
変
革
の
必
要
性
を
覚
ら
せ
る
啓
蒙
に
こ
そ
あ
っ
た
と
考
え
ら
（
38
）

れ
る
。
福
沢
は
今
後
の
日
本
社
会
で
は
仏
教
と

キ
リ
ス
ト
教
の
競
合
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
見
越
し
た
う
え
で
、
仏
教
教
団
に
自
覚
を
促
し
、
奮
起
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た

の
で
（
39
）

あ
る
。

こ
の
論
説
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
優
勢
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
宣
教
師
に
対
す
る
批
判
が
福
沢
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
（
40
）

な
い
。

神
仏
教
導
職
の
廃
止
に
関
す
る
布
達
発
布
（
八
月
一
一
日
）（
41
）

後
、『
時
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
漫
言
「
宗
教
の
熱
は
二
百
十
二

度
以
下
に
在
る
べ
し
」（
同
月
一
三
日
）
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
間
に
み
ら
れ
る
過
度
の
信
仰
熱
が
咎
め
ら
れ
て
（
42
）

い
る
。
日
本

社
会
で
キ
リ
ス
ト
教
が
事
実
上
容
認
さ
れ
た
以
上
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
も
他
の
既
存
宗
教
と
の
平
和
的
共
存
が
要
請
さ
れ
る
の
で

あ
り
、
論
説
「
宗
旨
宣
布
の
方
便
」（
一
〇
月
二
日
）
で
は
、「
他
宗
」
へ
の
「
誹
謗
」
が
諫
め
ら
れ
、
宣
教
師
に
対
し
て
日
本
の

文
化
や
風
俗
に
親
し
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
（
43
）

な
る
。

（
3
）
日
原
昌
造
の
寄
書
「
耶
蘇
教
国
」

先
述
し
た
よ
う
に
、
小
野
梓
は
「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
を
キ
リ
ス
ト
教
国
教
化
論
と
認
め
て
批
判
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
小
野
個
人
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。『
時
事
新
報
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
導
入
に
よ
り
「
日

福沢諭吉の論説「宗教も亦西洋風に従はざるを得ず」とカトリック教会
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本
の
宗
教
を
追
ひ
払
ひ
、
宗
旨
の
改
正
」
を
求
め
た
も
の
で
は
な
い
と
小
野
に
返
答
し
て
い
（
44
）

た
が
、
そ
れ
で
は
福
沢
の
真
意
は
ど

こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
に
答
え
る
の
は
、
同
年
一
一
月
一
日
に
『
時
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
耶
蘇
教
国
」
で
（
45
）

あ
る
。
こ
の
記
事
は
「
在

英
国
倫
敦

某
」
の
寄
書
（
八
月
二
六
日
付
）
と
し
て
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
著
者
は
、
当
時
、
横
浜
正
金
銀
行
の
社
員
と
し
て

ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
、『
時
事
新
報
』
に
通
信
文
を
寄
稿
し
て
い
た
日
原
昌
造
で
あ
（
46
）

っ
た
。

「
時
事
新
報
記
者
」
に
よ
る
前
書
き
に
は
、「
宗
教
上
の
道
理
の
為
め
に
あ
ら
ず
し
て
国
際
上
の
方
便
の
為
め
に
日
本
が
耶
蘇
教

国
た
る
の
必
要
を
論
ず
る
所
の
如
き
は
最
も
我
輩
の
意
を
獲
た
る
も
の
な
り
」
と
あ
り
、
福
沢
が
過
去
の
関
連
論
説
へ
の
適
切
な

解
説
文
と
し
て
掲
載
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

日
原
の
論
は
、
条
約
改
正
に
対
す
る
西
洋
人
の
無
関
心
の
背
景
に
日
本
と
西
洋
の
宗
教
上
の
相
異
か
ら
く
る
心
理
的
距
離
感
が

存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
距
離
感
を
な
く
す
た
め
、
た
と
え
「
名
目
」
上
だ
け
で
も
日
本
が
「
耶
蘇
教
国
」
で
あ
る
事
実

を
「
世
間
へ
披
露
」
す
る
必
要
を
唱
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
に
日
本
が
「
仲
間
入
り
」
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
な
が
ら
も
、
日
原
が
「
余
輩
の
論
は
必
ず

し
も
日
本
国
民
の
多
数
を
耶
蘇
教
に
入
れ
し
め
ん
と
の
主
意
に
非
ず
。
少
数
に
て
足
れ
り
、
百
人
に
一
人
位
に
て
も
よ
し
。
唯
表

向
き
、
耶
蘇
教
国
の
名
を
冑
せ
ば
、
夫
れ
に
て
事
足
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
国
内
に
キ
リ
ス
ト

教
徒
が
「
百
人
に
一
人
」
程
度
い
れ
ば
、
国
際
社
会
で
「
表
向
き
」
キ
リ
ス
ト
教
国
と
名
乗
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
対
外
的
に

宣
伝
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
大
多
数
の
日
本
人
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
必
要
な
ど
は
な
い
と
さ
れ
た
の
で
（
47
）

あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
「
国
教
」
化
論
の
実
相
で
あ
り
、
彼
が
求
め
て
い
た
の
は
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
国
家
の

「
仮
面
」
を
か
ぶ
っ
た
日
本
に
す
ぎ
な
か
（
48
）

っ
た
。
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（
4
）
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
の
意
図

本
章
の
議
論
を
ま
と
め
れ
ば
、
一
八
八
四
年
六
月
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
で
は
、
国
内
お
よ
び
国
外
に
向
け
て
次
の
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

第
一
に
、
国
内
の
一
般
読
者
に
対
し
て
、
日
本
社
会
で
は
今
後
キ
リ
ス
ト
教
の
流
入
が
避
け
ら
れ
ず
、
文
明
国
民
と
し
て
キ
リ

ス
ト
教
を
排
斥
す
る
こ
と
は
も
は
や
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
た
。

第
二
に
、
日
本
の
仏
教
教
団
に
向
け
て
、
今
後
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
力
拡
大
が
確
実
で
あ
る
以
上
、
教
勢
が
衰
え
ぬ
よ
う
に

自
己
変
革
す
べ
き
こ
と
を
諭
し
た
。

第
三
に
、
西
洋
諸
国
に
向
け
て
、
日
本
が
「
キ
リ
ス
ト
教
国
」
に
仲
間
入
り
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
、
西
洋
的
文
明
国
で
あ
る

日
本
に
対
し
、
条
約
改
正
に
応
じ
て
し
か
る
べ
き
こ
と
を
訴
え
た
。

福
沢
の
議
論
は
世
論
の
指
導
の
た
め
に
極
端
な
形
を
取
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
論
説
で
も
刺
激
的
な
表
題

と
相
俟
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
寄
り
の
議
論
が
あ
か
ら
さ
ま
に
展
開
さ
れ
て
い
た
た
め
、
読
者
が
字
義
通
り
の
キ
リ
ス
ト
教
国
教
化
論

と
解
し
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
誤
解
」
は
、
次
章
以
下
で
確
認
す
る
よ
う
に
、
英
字
新
聞
の
記
事
を
通

じ
て
西
洋
世
界
に
も
流
布
し
て
い
く
が
、
そ
の
「
誤
解
」
に
よ
っ
て
彼
の
論
説
が
注
目
に
値
す
る
議
論
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
も
事

実
で
あ
っ
た
。

福
沢
は
、
自
身
の
論
説
が
国
内
の
教
会
関
係
者
か
ら
好
評
を
博
す
る
こ
と
は
予
見
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
論
説
の
海

外
で
の
評
価
を
予
期
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
福
沢
は
西
洋
諸
国
で
キ
リ
ス
ト
教
改
宗
報
道
が
好
ま
れ
る
事

実
を
承
知
し
て
い
た
だ
（
49
）

け
に
、
自
分
の
記
事
の
国
際
的
反
響
を
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
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キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
西
洋
世
界
に
向
け
た
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
あ
っ
た
以
上
、
海
外
へ
の
宣
伝
効

果
が
視
野
に
収
め
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
福
沢
は
過
去
に
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
』
の
紹
介
記
事

を
通
し
て
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
評
価
を
獲
得
し
た
こ
と
が
（
50
）

あ
り
、
英
字
新
聞
の
持
つ
世
界
に
向
け
た
情
報
発

信
力
を
認
識
し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
容
認
の
主
張
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
の
好
意
を
期
待
で
き
る
以
上
、
そ
の
記
事
は
、
キ
リ

ス
ト
教
寄
り
の
欧
字
新
聞
に
翻
訳
さ
れ
る
可
能
性
を
想
定
し
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
「
国
教
」
化
論
は
あ
く
ま
で
括
弧
つ
き
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
論
説
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
字
義
通
り

の
国
教
化
論
と
し
て
「
誤
解
」
さ
れ
る
余
地
を
あ
え
て
残
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
新
聞
の
言
論
活
動
を
民
間
外
交

の
有
力
手
段
と
考
え
て
い
た
福
沢
に
と
（
51
）

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
誤
解
」
は
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
資
す
る
以
上
、
情
報
戦
略
と

し
て
む
し
ろ
望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

二

キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
の
翻
訳
と
海
外
へ
の
波
及

（
1
）
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
』
の
翻
訳
記
事

一
八
八
四
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
福
沢
の
二
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
は
、
英
字
新
聞
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ

イ
ル
』（
以
下
、『
メ
イ
ル
』
と
略
す
）
に
そ
れ
ぞ
れ
翌
月
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。『
メ
イ
ル
』
は
、
当
時
日
本
の
代
表
的
な
英
字

新
聞
で
あ
り
、
親
日
家
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
一
八
八
一
年
か
ら
社
主
と
し
て
発
行
し
て
い
た
。

福
沢
を
評
価
し
て
い
た
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
、『
時
事
小
言
』
の
刊
行
時
、『
メ
イ
ル
』
に
二
カ
月
に
わ
た
っ
て
そ
の
紹
介
記
事
を

連
載
し
て
（
52
）

い
る
。
し
か
し
、
明
治
一
四
年
政
変
の
翌
年
、
政
府
要
人
の
影
響
を
受
け
た
彼
は
、
福
沢
を
民
権
派
の
指
導
者
と
し
て
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非
難
し
、
そ
れ
以
降
、『
メ
イ
ル
』
は
『
時
事
新
報
』
と
距
離
を
置
く
こ
と
に
な
（
53
）

っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
福
沢
に
対
す
る
認
識

を
改
め
た
。
彼
は
、
同
紙
一
八
八
四
年
七
月
一
二
日
号
に
こ
れ
を
翻
訳
す
る
と
と
も（
54
）

に
、「
時
事
新
報
と
キ
リ
ス
ト
教
」
と
題
す

る
解
説
記
事
を
併
載
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
評
（
55
）

し
た
。

「
時
事
新
報
か
ら
翻
訳
さ
れ
て
本
日
の
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
注
目
す
べ
き
論
文
は
、
日
本
の
知
的
社
会
的
進
歩
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
外
人
に
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
論
文
は
既
に
日
本
の
新
聞
界
に
は
宗
教
と
社
会
問

題
に
つ
い
て
の
激
し
い
議
論
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
日
本
の
第
一
級
の
思
想
家
で
、
大
抵
の
問
題
を
政

治
的
観
点
か
ら
見
て
、
日
本
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
を
評
価
の
基
準
に
し
て
い
る
哲
学
者
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
時
事
新
報

の
一
見
一
貫
性
の
な
さ
と
映
る
も
の
は
、
宗
教
上
の
転
向
と
か
節
操
の
無
さ
と
は
関
係
な
い
の
で
（
56
）

あ
る
。」

『
メ
イ
ル
』
は
、「
日
本
教
法
の
前
途
如
何
」
の
翻
訳
を
同
月
二
六
日
に
掲
載
し
て
（
57
）

い
る
。
続
編
に
も
及
ぶ
翻
訳
は
、
こ
の
関
連

記
事
へ
の
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
関
心
を
示
す
も
の
で
（
58
）

あ
る
。

次
節
以
下
で
確
認
す
る
よ
う
に
、
福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
は
、『
メ
イ
ル
』
を
通
し
て
外
国
人
読
者
に
広
く
知
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
福
沢
は
『
メ
イ
ル
』
へ
の
反
感
か
ら
か
、
同
紙
を
通
し
て
国
際
的
な
関
心
を
集
め
て
い
た
事
実
に
謝

意
を
表
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
論
説
へ
の
『
メ
イ
ル
』
の
評
価
は
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
側
か
ら
の
一
方
的

好
意
に
終
わ
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
の
翻
訳
に
よ
る
宣
伝
効
果
は
大
き
く
、
福
沢
の
国
際
的
名
声
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
に

（
59
）

な
っ
た
。
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（
2
）
海
外
諸
国
へ
の
伝
播

福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
は
、『
メ
イ
ル
』
に
英
訳
が
掲
載
さ
れ
た
後
、
ま
も
な
く
日
本
在
住
の
読
者
か
ら
注
目
を
受
け

て
い
る
。

こ
の
記
事
に
時
勢
の
変
化
を
読
み
取
っ
た
教
会
関
係
者
は
、
海
外
の
知
友
に
そ
の
内
容
を
知
ら
せ
る
必
要
性
を
認
め
て
い
た
。

宣
教
師
の
長
老
格
で
あ
っ
た
グ
イ
ド
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
（
米
国
オ
ラ
ン
ダ
改
革
教
会
）
は
翻
訳
記
事
を
知
人
に
送
り
、
キ
リ
ス
ト
教

に
有
利
な
影
響
を
与
え
る
に
違
い
な
い
と
の
感
想
を
手
紙
に
記
し
て
（
60
）

い
る
。
信
者
の
津
田
仙
は
、
福
沢
と
交
流
の
あ
っ
た
Ａ
・

Ｃ
・
シ
ョ
ー
（
英
国
国
教
会
）
に
あ
て
て
、『
メ
イ
ル
』
の
記
事
を
同
封
し
た
手
紙
（
七
月
二
二
日
付
）
を
送
っ
て
（
61
）

い
た
。

ま
た
、
同
志
社
英
学
校
の
教
員
Ｄ
・
Ｗ
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
）
は
、
本
部
宛
の
書
簡
（
七
月
二
八
日
付
）

で
福
沢
の
「
転
向
」
を
評
価
し
、
た
と
え
政
治
的
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
れ
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
徴
候
と
み
な
し
う
る

と
伝
え
て
（
62
）

い
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
在
住
の
教
会
関
係
者
に
よ
っ
て
福
沢
の
記
事
は
海
外
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
の
論
説
が
国
際
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、『
メ
イ
ル
』
経
由
で
海
外
各
地
の
新
聞
や
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
福
沢
が
通
信
員
を
務
め
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
週
刊
新
聞
『
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
』
が
『
メ
イ
ル
』
の
翻
訳
文

を
引
用
し
て
、
福
沢
の
記
事
を
紹
介
し
て
（
63
）

い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
雑
誌
『
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
ヘ
ラ
ル

ド
』
は
、『
メ
イ
ル
』
の
翻
訳
記
事
に
拠
り
つ
つ
、
福
沢
が
国
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
採
用
を
提
唱
し
た
と
報
じ
て
（
64
）

い
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
で
は
、
夕
刊
紙
『
ペ
ル
メ
ル
・
ガ
ゼ
（
65
）

ッ
ト
』
や
、
東
洋
専
門
紙
の
『
ロ
ン
ド
ン
・
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
テ

レ
グ
（
66
）

ラ
フ
』
な
ど
が
福
沢
の
論
説
を
紹
介
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い（
67
）

る
。『
メ
イ
ル
』
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
で
も
日
本
の
新
聞
に
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よ
る
キ
リ
ス
ト
教
国
教
化
論
の
主
張
が
驚
く
べ
き
事
実
と
し
て
報
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
（
68
）

あ
る
。

『
メ
イ
ル
』
の
記
事
を
取
り
上
げ
た
刊
行
物
は
、
さ
ら
に
別
の
刊
行
物
で
参
照
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
情
報
の
伝
播
が
続
い
て

い
っ
た
。
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
雑
誌
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
編
集
部
は
、『
ロ
ン
ド
ン
・
ア

ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
テ
レ
グ
ラ
フ
』
の
記
事
を
通
し
て
福
沢
の
主
張
を
知
る
に
至
っ
て
い
る
。

三

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
社
説

本
章
と
次
章
で
は
、
福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
が
も
た
ら
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
反
響
を
取
り
上
げ
る
。

開
国
期
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
牧
を
単
独
で
担
っ
て
い
た
の
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会

で
あ
っ
た
。
同
会
は
一
七
世
紀
中
頃
に
パ
リ
で
創
立
さ
れ
、
ア
ジ
ア
各
地
で
宣
教
活
動
に
従
事
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
男
子
宣
教

会
で
（
69
）

あ
る
。

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
日
本
宣
教
は
、
一
八
四
四
年
に
琉
球
へ
渡
航
し
た
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
（
本
論
四

（
1
））。
開
国
後
に
来
日
を
果
た
し
た
同
会
の
宣
教
師
は
秘
密
裡
に
宣
教
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
八
七
三
年
二
月
、
キ
リ
ス
ト
教

禁
令
の
高
札
が
撤
廃
さ
れ
る
と
、
各
地
で
の
活
動
を
本
格
化
し
て
い
っ
た
。

福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
が
発
表
さ
れ
た
一
八
八
四
年
六
月
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
雑
誌
『
公
教
万
報
』
が
刊
行
さ
れ

て
い
た
が
、
同
誌
に
は
そ
の
記
事
へ
の
言
及
は
な
く
、
当
時
、
教
会
で
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
掲
載
か
ら
数
ヶ
月
を
過
ぎ
る
と
、
国
内
外
で
教
会
関
係
者
が
福
沢
の
記
事
を
取
り
上
げ
て
い
る
事
例
を
確
認
で
き
る
。

そ
れ
ら
は
、
在
日
宣
教
師
に
よ
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
本
部
へ
の
報
告
書
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
雑
誌
の
雑
報
記
事
で
あ
る
。
両
者
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は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
書
か
れ
た
記
事
で
あ
り
、
福
沢
の
論
説
が
日
本
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
で
も
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

（
1
）
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
日
本
関
連
記
事

一
八
二
二
年
に
リ
ヨ
ン
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
活
動
へ
の
支
援
を
目
的
と
す
る
信
仰
弘
布
会
が
設
立
さ
れ
た
。
同
会
の
機
関
誌

『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
で
は
、
世
界
各
地
の
宣
教
状
況
が
教
会
関
係
者
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
宣
教
雑
誌
に
は
、
一
八
八
四
年
の
秋
、
日
本
関
連
の
二
つ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
日
本
の
社
会
情
勢

を
注
視
し
て
い
た
編
集
部
が
、
宣
教
師
か
ら
の
現
地
報
告
を
待
た
ず
に
執
筆
し
た
記
事
で
あ
る
。

①
「
日
本
に
お
け
る
信
教
の
自
由
」

『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
一
八
八
四
年
一
〇
月
一
七
日
号
は
、
雑
報
欄
に
「
日
本
に
お
け
る
信
教
の
自
由
」
を
掲
載

し
て
（
70
）

い
る
。
こ
の
記
事
は
、
同
年
八
月
の
教
導
職
廃
止
を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
太
政
官
布
達
第
一
九
号
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
の
一
文
で
、「
日
本
政
府
が
信
教
の
自
由
に
向
け
て
再
び
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
書
か
れ
た
よ
う

に
、
教
導
職
の
廃
止
は
、
一
八
七
三
年
の
禁
教
令
廃
止
に
続
く
宗
教
政
策
の
転
機
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
記
事
で
は
、
こ
の
措
置

に
よ
っ
て
伝
統
宗
教
の
仏
教
と
神
道
が
「
国
教
」
と
し
て
の
地
位
を
喪
失
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
界
に
と
っ
て
明

る
い
未
来
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
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②
「
キ
リ
ス
ト
教
へ
向
か
う
日
本
人
の
動
き
」

『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
で
次
に
日
本
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
同
年
一
一
月
一
四
日
号
の
雑
報
欄
で
（
71
）

あ
る
。
掲
載

時
に
は
無
題
で
あ
っ
た
が
、
同
誌
「
総
目
次
」
で
は
「
キ
リ
ス
ト
教
に
向
か
う
日
本
人
の
動
き
」
と
い
う
題
を
付
さ
れ
て
（
72
）

い
る
。

こ
の
記
事
で
は
、
福
沢
の
「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』

の
編
集
部
は
、『
ロ
ン
ド
ン
・
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
テ
レ
グ
ラ
フ
』
九
月
一
二
日
号
に
掲
載
の
「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス

（
73
）

ト
教
」
か
ら
福
沢
の
論
説
を
知
っ
た
模
様
で
（
74
）

あ
る
。
こ
の
新
聞
記
事
で
は
、
福
沢
が
キ
リ
ス
ト
教
の
国
教
採
用
を
唱
え
た
人
物
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
が
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
編
集
部
の
関
心
を
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
記
事
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
日
刊
紙
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
の
日
本
関
連

記
事
（
九
月
三
日
）
も
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
事
も
『
ロ
ン
ド
ン
・
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
テ
レ
グ
ラ
フ
』
に
「
日
本
の

進
歩
」
の
題
で
転
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
（
75
）

あ
る
。

こ
の
「
キ
リ
ス
ト
教
に
向
か
う
日
本
人
の
動
き
」
は
、『
ロ
ン
ド
ン
・
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
テ
レ
グ
ラ
フ
』
の
記
事
に
依
拠

し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
英
国
の
多
く
の
新
聞
が
、
ミ
カ
ド
の
帝
国
と
、
西
洋
文
明
に
年
々
近
づ
き
つ
つ
あ
る
同
国
の
進
歩
に
つ
い
て
注
目
す
べ

き
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
は
、
最
近
、
日
本
を
西
洋
思
想
に
統
治
様
式
を
適
応
さ
せ
え
た
東

洋
唯
一
の
国
で
あ
る
と
書
い
た
。『
ロ
ン
ド
ン
・
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
テ
レ
グ
ラ
フ
』
は
、「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
」
と
い
う
記
事
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
の
開
明
的
な
人
々
に
か
け
う
る
希
望
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
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「『
時
事
新
報
』
の
最
近
の
記
事
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
注
目
す
べ
き
知
的
進
歩
が
み
ら
れ
る
。
一
人
の
著
作
家
の
希

望
の
う
ち
に
、
国
民
思
潮
の
変
化
を
認
め
る
の
は
恐
ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
柔
軟
な
知
性

と
、
新
思
想
の
円
滑
な
受
容
を
考
え
る
な
ら
ば
、
フ
ク
サ
ワ
（
注
―
原
文
で
は
「Fukusaw

a

」
表
記
）
の
よ
う
な
優

れ
た
著
作
家
が
国
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
採
用
を
公
的
に
訴
え
た
時
、
彼
が
当
地
を
代
表
す
る
進
歩
的
思
想
家
で

あ
る
だ
け
に
、
次
の
こ
と
が
信
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
社
会
変
革
は
西
洋
の
政
策
の
導
入
か
ら
始
ま
っ
た
が
、

大
多
数
の
日
本
人
は
こ
の
変
革
を
適
切
に
補
う
も
の
と
し
て
、
西
洋
宗
教
の
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
を
考
え
て
い
る
と
。」

英
国
の
新
聞
は
、
続
け
て
、
福
沢
の
執
筆
動
機
が
純
粋
に
政
治
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
日
本
の
思

想
家
は
、
宗
教
的
信
念
か
ら
で
は
な
く
、
哲
学
・
政
治
的
考
察
に
基
づ
い
て
そ
の
説
を
唱
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
事
実

は
、
日
本
で
実
現
が
望
ま
れ
て
い
る
社
会
変
革
が
、
人
事
全
般
に
重
き
を
な
す
宗
教
問
題
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は
達
成
が
不

可
能
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。」

『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
で
は
、
教
導
職
廃
止
に
伴
う
神
道
と
仏
教
の
「
非
国
教
」
化
に
続
い
て
、
日
本
の
代
表
的
知

識
人
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
国
教
化
論
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
福
沢
の
論
説
が
宗
教
的
信
念
に
基
づ
い
た
主
張
で
は
な
い
こ

と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
異
教
徒
が
キ
リ
ス
ト
教
を
評
価
す
る
に
至
っ
た
点
こ
そ
が
、
読
者
に
日
本
の
キ
リ
ス
ト

教
化
の
前
触
れ
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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（
2
）
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ミ
ド
ン
の
年
次
宣
教
報
告

パ
リ
外
国
宣
教
会
で
は
、
各
宣
教
地
に
お
け
る
活
動
報
告
を
ま
と
め
た
『
年
次
報
告
』
が
毎
年
公
刊
さ
れ
て
い
た
。
一
八
八
四

年
、
日
本
の
北
緯
代
牧
区
で
は
司
教
の
オ
ズ
ー
フ
が
北
米
に
赴
い
て
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、
副
代
牧
の
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ミ
（
76
）

ド
ン
が

報
告
書
の
執
筆
を
担
当
し
て
い
た
。

ミ
ド
ン
の
報
告
（
一
八
八
四
年
一
〇
月
一
日
付
）
は
、
社
会
情
勢
に
も
解
説
を
加
え
た
長
文
の
も
の
で
あ
（
77
）

っ
た
。
宣
教
会
本
部

は
、
こ
れ
を
「
留
守
中
の
オ
ズ
ー
フ
司
教
に
代
わ
っ
て
、
ミ
ド
ン
師
が
我
々
に
寄
せ
た
す
ば
ら
し
い
報
告
書
」
と
評
価
し
（
78
）

た
が
、

紙
数
の
制
約
に
よ
り
社
会
情
勢
に
関
す
る
箇
所
は
『
年
次
報
告
』
か
ら
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
部
は
こ
の
箇
所
が
未
公

開
の
ま
ま
埋
も
れ
る
の
を
遺
憾
に
思
い
、『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
に
掲
載
を
依
頼
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ミ
ド
ン
の
報
告
は
、
日
本
の
宗
教
事
情
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
同
誌
編
集
部
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
文
章
は
、『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
一
八
八
五
年
一
月
九
日
号
に
「
日
本
に
お
け
る
宗
教
問
題
」
の
表

題
で
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
冒
頭
で
ミ
ド
ン
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
文
明
国
と
し
て
の
認
知
を
望
む
日
本
政
府
が
、
日
本
の
近
代
が
誕
生
し
て
ま
も
な
い
と
い
う
歴
史
事
情
を
世
界
に
忘
れ

さ
せ
よ
う
と
日
々
努
め
て
い
る
こ
と
は
諸
君
も
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
日
本
が
い
ま
だ
非
文
明
国
で
あ
り
、
ト
ル
コ
と
同
列
の

国
と
し
て
欧
米
諸
国
に
み
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
ほ
ど
、
日
本
の
政
府
要
人
の
心
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
知
識
人
は
、�
異
教
�（
注
―
日
本
の
伝
統
宗
教
）
こ
そ
が
自
国
の
原
罪
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
文
明
国
へ
の
真
の
仲
間

入
り
を
妨
げ
、
外
国
人
へ
の
裁
判
権
の
獲
得
を
困
難
に
し
て
い
る
事
実
を
理
解
し
始
め
て
い
（
79
）

ま
す
」。
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ミ
ド
ン
の
報
告
は
、
続
け
て
日
本
の
宗
教
事
情
に
触
れ
、「
日
本
人
自
身
の
告
白
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
仏
教
は
キ
リ
ス
ト

教
に
抗
し
得
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
全
新
聞
紙
の
証
言
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
（
80
）

ま
す
」
と
前
置
き
し
た
後
、『
時
事
新
報
』
と
『
郵

便
報
知
新
聞
』
の
記
事
を
引
用
し
て
い
る
。
当
時
の
新
聞
が
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
好
意
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
は

こ
こ
で
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
キ
リ
ス
ト
教
寄
り
に
な
っ
た
と
説
明
し
た
う
え
で
、
両
紙
の
記
事
に
触
れ
て
い
る
。

『
時
事
新
報
』
に
関
し
て
、
ミ
ド
ン
は
「
今
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
は
国
内
に
混
乱
を
お
こ
す
原
因
に
な
る
と
い
う
理
由
で
そ
の
導

入
に
強
く
反
対
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
採
り
入
れ
る
必
要
に
つ
い
て
、
分
析
す
る
に
値
す
る
極
め
て
長
い
記

事
を
掲
載
し
ま
し
た
」
と
紹
介
し
て
（
81
）

い
る
。
そ
れ
か
ら
、「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
」
と
「
日
本
教
法
の
前
途
如

何
」
の
両
論
説
を
一
連
の
文
章
に
ま
と
め
て
翻
訳
し
て
い
る
。

ミ
ド
ン
は
、
こ
れ
に
続
い
て
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
社
説
「
仏
教
及
び
西
教
」（
一
八
八
四
年
八
月
二
、
四
、
五
日
）
を
紹
介

し
て
（
82
）

い
る
。
こ
の
記
事
は
、
各
地
で
頻
発
す
る
仏
教
徒
の
キ
リ
ス
ト
教
攻
撃
を
非
難
す
る
と
同
時
に
、
世
論
が
キ
リ
ス
ト
教
に
好

意
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
教
導
職
の
廃
止
が
政
府
内
で
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ミ
ド
ン
は
八
月
一
二
日
に
実
現
し
た
教
導
職
廃
止
に
つ
い
て
筆
を
進
め
て
、
仏
教
と
神
道
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
信

教
の
自
由
を
認
め
る
法
令
の
公
布
を
願
う
一
文
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

こ
の
ミ
ド
ン
の
報
告
は
、
掲
載
か
ら
一
〇
年
の
後
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
の
単
行
本
で
同
時
代
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
著
作
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
司
祭
の
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
マ
ル
ナ
ス
が
一
八
九
六
年
に
刊
行
し
た
『
一
九
世
紀
後

半
に
日
本
で
復
活
し
た
イ
エ
ス
の
宗
教
』（
邦
訳
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
復
活
史
』）
で
あ
る
。
同
書
は
、
一
九
世
紀
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
関
す
る
最
初
の
通
史
で
あ
り
、
禁
教
令
の
撤
廃
以
降
の
時
期
を
扱
っ
た
最
終
部
の
中
で
、
ミ
ド
ン
の
報
告
を
長
文
に
わ

た
っ
て
引
用
し
て
（
83
）

い
る
。
マ
ル
ナ
ス
は
執
筆
に
あ
た
っ
て
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
を
参
考
文
献
に
用
い
て
い
た
の
で
、
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こ
の
報
告
も
同
誌
掲
載
の
記
事
で
参
照
し
て
い
た
と
考
え
ら
（
84
）

れ
る
。

四

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
と
教
皇
庁

『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
に
は
一
八
八
四
年
の
秋
か
ら
翌
年
初
頭
に
か
け
て
三
件
の
日
本
関
連
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
に
関
心
を
抱
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物
に
元
宣
教
師
の
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
が
い
る
。
本
章
で
は
、
教
皇
に
日
本
へ
の
使

節
派
遣
を
薦
め
た
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
行
動
と
、
そ
の
進
言
を
取
り
入
れ
て
実
現
し
た
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

（
1
）
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
と
日
本

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
か
ら
最
初
に
来
日
を
試
み
た
宣
教
師
で
あ
る
。
一
八
一
六
年
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
生
ま

れ
た
彼
は
、
四
二
年
に
宣
教
師
を
志
し
て
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
入
会
し
、
そ
の
二
年
後
、
那
覇
に
来
航
し
た
。
た
だ
、
彼
は
、
同

地
で
二
年
間
、
幽
閉
状
態
に
置
か
れ
て
宣
教
活
動
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
香
港
に
滞
在
し
た
フ
ォ
ル
カ
ー
ド

は
、
四
七
年
に
日
本
代
牧
と
し
て
司
教
に
叙
階
さ
れ
た
が
、
健
康
の
悪
化
に
よ
り
帰
国
し
、
五
二
年
に
宣
教
会
を
退
会
し
た
。

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
、
そ
の
後
、
グ
ア
ド
ル
ー
プ
、
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
の
教
区
で
そ
れ
ぞ
れ
司
教
を
務
め
、
七
三
年
に
は
エ
ク
ス＝

ア

ン＝

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
大
司
教
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
大
司
教
時
代
に
、
彼
は
公
教
育
の
反
教
権
政
策
に
反
対
し
、
第
三
共
和
政

政
府
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
（
85
）

っ
た
。

宣
教
会
か
ら
退
会
後
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
日
本
に
赴
く
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
後
も
日
本
の
教
会
の
発
展
に
関
心
を
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寄
せ
、
宣
教
会
や
女
子
修
道
会
を
援
助
し
て
い
た
。
彼
は
一
八
七
七
年
に
オ
ズ
ー
フ
を
日
本
の
北
緯
代
牧
区
の
司
教
に
叙
階
し
て

（
86
）

い
る
。

（
2
）
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
教
皇
庁
宛
書
簡

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
が
教
皇
使
節
の
日
本
派
遣
案
を
着
想
し
た
の
は
、
伝
記
作
者
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
一
八
八
五
年
一
月

の
こ
と
で
（
87
）

あ
る
。

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
、
信
仰
弘
布
会
の
熱
心
な
援
助
者
で
あ
り
、
機
関
誌
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
に
は
彼
の
琉
球
滞
在

時
の
日
記
が
掲
載
さ
れ
て
（
88
）

い
た
。
日
本
の
教
会
事
情
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
彼
は
、
一
八
八
四
年
秋
の
同
誌
の
関
連
記
事
を
非
常

な
興
味
で
読
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
年
一
月
に
掲
載
さ
れ
た
ミ
ド
ン
の
報
告
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
日
本
社

会
の
情
勢
変
化
を
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
に
確
信
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

元
日
本
代
牧
司
教
と
し
て
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
が
教
皇
に
日
本
へ
の
使
節
派
遣
を
献
策
す
る
書
簡
を
作
成
し
た
の
は
、
一
八
八
五
年

二
月
二
〇
日
で
あ
る
。
こ
の
日
は
教
皇
レ
オ
一
三
世
の
誕
生
日
に
あ
た
り
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
教
皇
に
敬
意
を
表
す
べ
く
こ
の
日

付
を
起
草
日
に
選
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

教
皇
庁
は
、
後
に
こ
の
使
節
派
遣
に
関
す
る
文
書
を
冊
子
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
書
簡
は
関
係
文
書
の
冒
頭

に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
書
簡
を
も
っ
て
派
遣
計
画
が
動
き
始
め
た
こ
と
が
公
的
に
示
さ
れ
て
（
89
）

い
る
。

こ
の
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
書
簡
は
、
今
ま
で
日
本
で
は
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
が
、
教
皇
庁
の
対
外
関
係
史
を
扱
っ
た
ク

ロ
ー
ド
・
プ
リ
ュ
（
90
）

ド
ム
や
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
シ
（
91
）

ブ
ル
ら
の
研
究
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
、
彼
ら
の
研
究
で
は
こ
の
書
簡

の
執
筆
背
景
や
内
容
に
関
し
て
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
ず
、
結
果
と
し
て
こ
の
中
で
言
及
さ
れ
る
「
大
変
尊
敬
さ
れ
て
い
る
日
本
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人
の
あ
る
著
作
家
」
が
誰
な
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
書
簡
に
お
い
て
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
、
現
在
、
日
本
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
改
宗
に
は
「
日
本
皇
帝
へ
の
教
皇
使
節
の
派
遣
に

優
る
も
の
は
な
い
」
と
の
意
見
を
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
四
点
を
あ
げ
て
い
る
（
以
下
、
か
ぎ
括
弧
内
は
、
書
簡
の
要
約

箇
所
で
あ
る
）。

第
一
は
、
教
皇
使
節
の
派
遣
が
明
治
天
皇
に
与
え
う
る
心
理
的
影
響
で
あ
る
。

「
日
本
の
皇
帝
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
ら
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い
る
だ
け
に
、
教
皇
に
よ
る
使
節
派
遣

は
、
皇
帝
の
誇
り
を
満
足
さ
せ
て
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
好
意
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。」

恐
ら
く
、
こ
の
箇
所
は
、『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
掲
載
の
ミ
ド
ン
の
宣
教
報
告
（
本
論
第
三
章
第
二
節
）
の
冒
頭
を

参
考
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
日
本
国
内
の
宗
教
情
勢
の
変
化
で
あ
る
。

「
現
今
は
、
ミ
カ
ド
が
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
を
熟
考
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
重
大
な
時
期
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
教
導
職

の
廃
止
に
よ
り
、
臣
民
が
二
つ
の
国
教
（
仏
教
と
神
道
）
か
ら
解
放
さ
せ
ら
れ
、
信
教
の
自
由
に
向
け
た
第
一
歩
が
踏
み
出

さ
れ
て
い
る
。」

こ
の
箇
所
は
、
教
導
職
の
廃
止
を
伝
え
た
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
雑
報
記
事
（
本
論
三
（
1
）
①
）
が
参
照
さ
れ
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た
も
の
で
あ
る
。

第
三
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
対
応
の
問
題
で
あ
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
、
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
各
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
外
交
代
表
を
通
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
や
ロ
シ
ア
正
教
が
日
本
の
皇
帝
か
ら
受
け
入
れ
ら
る
べ
く
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
共
和
政
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
対
し
て

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
擁
護
を
期
待
で
き
な
い
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
守
護
者
に
な
り
う
る
の
は
、
教
皇
聖
下
の
み

で
あ
る
。」

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
が
ど
こ
か
ら
得
た
情
報
を
も
と
に
執
筆
し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
国
内
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
も
、
国
外
で
は
同
国
人
宣
教
師
と
良
好

な
協
力
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
日
本
で
も
フ
ラ
ン
ス
外
交
官
は
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
を
援
助
し
て
お
り
、
オ
ズ
ー
フ
教

皇
使
節
の
明
治
天
皇
へ
の
謁
見
も
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
に
よ
る
仲
介
の
助
力
を
得
て
実
現
さ
れ
て
（
92
）

い
る
。

第
四
は
、
日
本
の
知
識
人
の
動
向
で
あ
る
。

「
教
皇
庁
の
代
表
は
、
も
し
訪
日
を
す
る
な
ら
ば
、
不
信
仰
の
中
に
さ
え
拠
り
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
変
尊

敬
さ
れ
て
い
る
日
本
人
の
あ
る
著
作
家
（un

écrivain
japonais

très
considéré

）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ

ム
を
別
に
し
て
、
真
な
る
、
不
動
の
教
義
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
優
れ
た
議
論
に
よ
っ
て
示
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
最
近
の
著
作
は
、
開
明
的
な
人
々
の
間
で
好
意
的
な
心
証
を
生
み
出
し
て
い
る
。」
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福
沢
の
論
説
を
紹
介
し
た
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
雑
報
記
事
（
本
論
三
（
1
）
②
）
が
参
照
さ
れ
た
箇
所
で
あ

る
。「

大
変
尊
敬
さ
れ
て
い
る
日
本
人
の
あ
る
著
作
家
」
と
は
明
ら
か
に
福
沢
諭
吉
の
こ
と
で
あ
り
、「
不
信
仰
」
の
字
句
は
、
福
沢

が
非
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
評
価
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
福
沢
の
論
説
は
キ
リ
ス
ト
教
一
般
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
特
に
見
解
を

述
べ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
日
本
人
の
あ
る
著
作
家
」
が
カ
ト
リ
ッ
ク
を
評
価
し
た
と
い
う
記
述
は
、
文
飾
の
域
を
超
え
た

創
作
箇
所
で
あ
る
。

た
だ
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
意
識
的
に
虚
偽
を
述
べ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
発
展

を
念
願
し
て
い
た
彼
に
と
っ
て
、
優
れ
た
思
想
家
な
ら
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
を
評
価
す
る
の
は
自
然
の
こ
と
で
あ
る
と
の
思
い
込
み
が

あ
り
、
そ
の
確
信
の
念
が
未
知
の
著
作
家
を
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
礼
讃
者
に
描
か
せ
て
し
ま
っ
た
実
情
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。

最
後
に
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
、
使
節
派
遣
の
経
費
は
信
仰
弘
布
会
が
す
べ
て
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
申
し
添
え
て
、
こ
の
書

簡
を
終
え
て
い
る
。（

3
）
教
皇
庁
対
日
外
交
の
始
動

極
東
外
交
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
教
皇
庁
に
お
い
て
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
献
策
は
歓
迎
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

当
時
、
教
皇
庁
は
中
国
と
の
外
交
関
係
樹
立
に
向
け
て
動
き
出
し
て
お
り
、
清
朝
の
光
緒
帝
に
宛
て
た
教
皇
書
簡
（
一
八
八
五
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年
二
月
一
日
付
）
が
作
成
さ
れ
て
、
使
節
派
遣
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
（
93
）

っ
た
。
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
外
交
関
係
を

望
ん
で
い
た
教
皇
庁
に
と
っ
て
、
最
大
の
関
心
事
は
中
国
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
、
日
本
と
の
外
交
も
す
で
に
将
来
の
日
程
に

上
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
書
簡
が
到
着
し
て
以
降
、
教
皇
庁
の
対
日
外
交
に
向
け
た
動
き
は
速
く
、
ジ
ャ
コ
ビ
ー
ニ
国
務
長
官
は
、
三

月
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
オ
ズ
ー
フ
司
教
を
バ
チ
カ
ン
に
招
致
し
て
（
94
）

い
る
。
教
皇
庁
に
赴
い
た
オ
ズ
ー
フ
は
、
四
月
一
一
日
に
レ

オ
一
三
世
に
拝
謁
し
、
明
治
天
皇
に
宛
て
た
書
簡
を
受
領
し
た
。

八
月
一
九
日
に
日
本
に
帰
国
し
た
オ
ズ
ー
フ
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
権
公
使
Ｊ
・
Ａ
・
シ
ア
ン
キ
エ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
仲
介
を
（
95
）

得
て
、
翌

月
一
二
日
、
明
治
天
皇
へ
の
謁
見
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
日
、
赤
坂
の
仮
皇
居
に
招
か
れ
た
オ
ズ
ー
フ
は
、
伊
藤
博
文
宮
内
卿

や
井
上
馨
外
務
卿
ら
が
臨
席
す
る
中
、
明
治
天
皇
に
挨
拶
を
奏
上
し
、
親
善
を
望
む
教
皇
の
親
書
を
奉
呈
（
96
）

し
た
。

オ
ズ
ー
フ
に
同
行
し
て
い
た
ミ
ド
ン
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
日
の
出
来
事
を
宣
教
会
本
部
に
書
簡
（
九
月
一
五
日
付
）
で
報
告

し
て
い
る
。『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
は
こ
の
書
簡
を
掲
載
し
て
い
（
97
）

る
が
、
ミ
ド
ン
も
同
誌
編
集
部
も
教
皇
使
節
の
訪
問

に
あ
た
っ
て
自
分
達
が
間
接
的
に
寄
与
し
て
い
た
事
実
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
、
教
皇
使
節
の
訪
問
が
実
現
し
た
日
に
、
奇
し
く
も
伝
染
病
の
罹
患
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
こ
の
出

来
事
の
成
功
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
教
皇
使
節
の
訪
問
は
、
教
皇
庁
に
よ
る
対
日
外
交
の
開
始
を
告
げ
る
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
新
聞
で
は

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。『
メ
イ
ル
』
は
こ
の
訪
問
に
触
れ
て
、「
重
要
な
意
義
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
国
で
は
ほ
と
ん
ど
注
目
を
集
め
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
」
と
書
い
て
（
98
）

い
る
。
当
時
、
日
本
の
言
論
界
で
は
教
皇
庁
へ
の
関

心
も
低
く
、
教
皇
使
節
の
派
遣
が
日
本
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
貢
献
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
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の
で
あ
ろ
う
。『
時
事
新
報
』
も
、
教
皇
使
節
の
訪
問
予
定
（「
書
翰
奉
呈
」
九
月
一
一
日
）
や
使
節
の
訪
問
（「
参
内
謁
見
」
同

月
一
三
日
）
を
雑
報
欄
で
簡
潔
に
報
じ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

教
皇
庁
の
二
度
目
の
使
節
が
日
本
に
訪
れ
た
の
は
、
福
沢
没
後
の
一
九
〇
五
年
一
〇
月
の
こ
と
で
（
99
）

あ
る
。
日
露
戦
争
後
、
時
の

教
皇
ピ
ウ
ス
一
〇
世
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
保
護
に
謝
意
を
表
す
べ
く
、
ア
メ
リ
カ
人
司
教
Ｗ
・
Ｈ
・
オ
コ

ン
ネ
ル
を
日
本
に
派
遣
し
た
。
こ
の
二
度
目
の
教
皇
使
節
の
訪
日
に
際
し
て
は
、『
時
事
新
報
』
も
関
心
を
示
し
、
論
説
「
羅
馬

法
王
の
使
節
」（
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
一
日
）
を
掲
載
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
教
皇
を
「
現
世
界
に
於
け
る
精
神
界
の
大
王
」
と

呼
ん
で
敬
意
を
表
し
た
こ
の
記
事
は
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節
や
慶
長
遣
欧
使
節
な
ど
日
本
人
に
よ
る
過
去
の
教
皇
庁
訪
問
を
振
り

返
っ
た
後
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
訪
日
に
触
れ
て
、
開
国
以
来
、「
我
国
と
羅
馬
法
王
と
の
間
に
始�

め�

て�

直
接
の
交
通
を
開
き
た
る
も

の
」（
傍
点
引
用
者
）
と
紹
介
し
、
今
後
の
「
交
誼
の
深
厚
」
を
祈
念
し
て
（
100
）

い
る
。

こ
の
論
説
で
は
オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
日
が
教
皇
使
節
の
最
初
の
日
本
訪
問
と
取
り
違
え
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
誤

解
は
、
二
〇
年
前
の
使
節
訪
問
が
当
時
の
編
集
部
で
忘
却
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
（
101
）

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
福
沢
の
論
説
が

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
も
注
目
さ
れ
、
教
皇
庁
の
対
日
外
交
に
影
響
を
与
え
て
い
た
事
実
な
ど
は
、
福
沢
本
人
も
含
め
、
全
く
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
で
は
、
福
沢
諭
吉
が
一
八
八
四
年
六
月
に
『
時
事
新
報
』
で
発
表
し
た
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
論
説
が
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
で
ど
の
よ
う
な
反
響
を
呼
ん
で
い
た
の
か
を
検
討
し
て
き
た
。
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福
沢
が
キ
リ
ス
ト
教
容
認
を
唱
え
た
論
説
は
、
日
本
の
内
外
で
関
心
を
集
め
た
が
、
海
外
で
は
し
ば
し
ば
日
本
の
代
表
的
知
識

人
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
国
教
化
論
と
し
て
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。

在
日
宣
教
師
の
ミ
ド
ン
は
、
福
沢
の
論
説
発
表
を
注
目
す
べ
き
社
会
動
向
と
し
て
パ
リ
宣
教
会
本
部
に
報
告
し
て
い
た
。
宣
教

雑
誌
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
か
ら
福
沢
の
論
説
に
関
す
る
情
報
を
得
て
、
こ
れ
を
キ
リ
ス
ト
教

国
教
化
論
と
し
て
紹
介
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
誌
に
は
ミ
ド
ン
の
報
告
も
掲
載
さ
れ
た
た
め
、
彼
の
論
説
は
フ
ラ
ン
ス
の
教
会
関

係
者
に
広
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
大
司
教
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
、『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
記
事
に
着
想
を
得
て
、
教
皇
使
節
の
日
本
派
遣

策
を
考
案
し
た
。
教
皇
へ
の
書
簡
の
中
で
、
彼
は
「
大
変
尊
敬
さ
れ
て
い
る
日
本
人
の
あ
る
著
作
家
」
が
カ
ト
リ
ッ
ク
を
評
価
し

て
い
る
と
記
し
て
い
た
が
、
そ
の
人
物
と
は
福
沢
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
記
述
は
福
沢
の
論
説
を
正
確
に
受
け
止

め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
の
教
皇
へ
の
献
言
は
、
恐
ら
く
『
時
事
新
報
』
の
情
報
発
信
な
し
に
は
生
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
は
福
沢
の
言
論
活
動
の
影
響
下
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

教
皇
庁
は
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
書
簡
を
受
け
て
使
節
の
日
本
派
遣
を
決
定
す
る
。
当
時
、
教
皇
庁
は
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
外
交
関

係
の
確
立
を
願
っ
て
い
た
の
で
、
い
ず
れ
は
日
本
に
使
節
を
派
遣
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
か
ら
の

書
簡
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
期
の
遅
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
論
説
は
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

教
皇
庁
の
対
日
外
交
を
促
す
役
割
を
果
た
し
た
点
を
み
れ
ば
、『
時
事
新
報
』
の
論
説
は
現
実
政
治
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
そ
の
反
響
は
、『
時
事
新
報
』
が
国
際
世
論
の
形
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際

政
治
に
影
響
を
与
え
さ
え
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
注
目
す
べ
き
事
例
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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注（
1
）
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
五
二
九
―
五
三
六
頁
（
以
下
、『
全
集
』
と
略
す
）。
本
論
で
の
引
用
に
あ

た
り
、
表
記
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
箇
所
の
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

（
2
）
「
日
本
教
法
の
前
途
如
何
」『
時
事
新
報
』
一
八
八
四
年
六
月
一
八
―
二
〇
日
（
以
下
、『
時
事
新
報
』
の
引
用
は
、
龍
渓
書
舎
の
復
刻

版
に
拠
る
）。

（
3
）
渡
辺
俊
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
と
福
沢
諭
吉
―
―
�
脱
亜
論
�
再
考
」『
近
代
日
本
研
究
』
第
八
巻
、
一
九
九
二
年
、
一
四

三
、
一
四
八
頁
。

（
4
）
白
井
堯
子
『
福
沢
諭
吉
と
宣
教
師
た
ち
―
―
知
ら
れ
ざ
る
明
治
期
の
日
英
関
係
』
未
來
社
、
一
九
九
九
年
、
三
三
、
一
二
六
―
一
二
七

頁
。

（
5
）
都
倉
武
之
「
米
国
新
聞
掲
載
の
福
沢
諭
吉
論
説
及
び
訪
問
記
事
」『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
四
一
巻
、
二
〇
一
四
年
、
一
二
二
―
一
二
三

頁
。

（
6
）
小
泉
仰
『
福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
六
八
―
七
三
頁
。

（
7
）
富
田
正
文
「
後
記
」『
全
集
』
第
九
巻
、
五
七
八
頁
。

（
8
）
平
山
洋
「
福
沢
健
全
期
『
時
事
新
報
』
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
社
説
」『
キ
リ
ス
ト
教
史
学
』
第
七
四
集
、
二
〇
二
〇
年
、
一
九
八
―
二

〇
一
頁
。
こ
の
論
考
は
、
一
八
九
二
年
春
ま
で
の
『
時
事
新
報
』
論
説
が
「
福
沢
の
個
人
的
意
見
と
ほ
ぼ
同
じ
」
と
す
る
学
界
の
共
通
理

解
に
立
ち
、
紙
面
に
即
し
て
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
論
説
の
検
討
が
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
上
、
二
〇
二
頁
。

（
9
）
「
福
沢
諭
吉
�
脱
亜
論
�
を
ど
う
読
む
か
」『
近
代
日
本
精
神
史
〈
坂
本
多
加
雄
選
集
Ⅰ
〉』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
一
三
一
―
一

三
四
頁
（
初
出
『
文
化
会
議
』
第
二
五
三
号
、
一
九
九
〇
年
七
月
）。
坂
本
は
、
こ
の
論
説
に
鹿
鳴
館
外
交
の
西
洋
模
倣
と
同
様
の
「
節

操
の
欠
如
」
を
認
め
て
い
る
。

（
10
）
渡
辺
俊
一
、
前
掲
論
文
、
一
二
七
―
一
三
二
頁
。
渡
辺
は
、
福
沢
の
キ
リ
ス
ト
教
評
価
の
一
変
の
背
景
に
西
洋
列
強
の
ア
ジ
ア
進
出
に
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対
す
る
危
機
感
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
11
）
山
口
輝
臣
『
明
治
国
家
と
宗
教
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
六
九
―
七
一
頁
。
山
口
は
、
当
時
の
宗
教
を
め
ぐ
る
社
会
の
諸

動
向
の
中
で
福
沢
と
『
時
事
新
報
』
記
事
の
言
説
を
考
察
し
て
い
る
。

（
12
）
西
澤
直
子
『
福
沢
諭
吉
と
フ
リ
ー
ラ
ヴ
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
、
七
〇
―
七
二
頁
。

（
13
）
岩
谷
十
郎
「
福
沢
に
お
け
る
条
約
改
正
論
―
―
領
事
裁
判
撤
廃
の
文
脈
を
中
心
に
」『
福
沢
諭
吉
著
作
集
』
第
八
巻
、
慶
應
義
塾
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。

（
14
）
「
条
約
改
正
論

㈤

外
国
人
は
何
故
に
治
外
法
権
の
撤
去
を
恐
る
ゝ
や
」（
一
八
八
四
年
五
月
二
八
日
）
に
は
、「
嘉
永
開
国
以
来
、

外
国
宣
教
師
の
来
て
こ
れ
（
耶
蘇
宗
教
―
引
用
者
注
）
を
勧
む
る
も
の
あ
れ
ば
往
々
帰
依
の
信
者
を
生
じ
、
旧
宗
教
の
仏
者
と
共
に
悠
々

雑
居
し
て
曾
て
社
会
交
際
の
親
愛
を
破
り
た
る
も
の
あ
る
を
聞
か
ず
」
と
書
か
れ
て
い
る
。『
全
集
』
第
九
巻
、
五
一
八
頁
。

（
15
）«R

evision
of
the
Treaties»

Japan
W
eekly

M
ail,17

M
ay
1884,pp.465

―466.

（
以
下
、「JM

」
と
略
記
）
白
井
堯
子
、
前
掲
書
、

一
〇
五
頁
。
関
西
地
区
の
宣
教
師
（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
、
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
な
ど
）
ら
二
八
名
が
集
ま
り
、
条
約
改
正
を
願
う
陳
情

書
が
作
成
さ
れ
た
。

（
16
）«M

em
orialto

H
er
M
ajesty’s

M
inister»

JM
,31

M
ay
1884,pp.514

―515.

東
京
・
横
浜
在
住
の
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
ら
九
名
が
、

条
約
改
正
に
関
し
て
プ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
に
宛
て
た
陳
情
書
を
作
成
し
た
。

（
17
）
「
外
国
宣
教
師
は
何
の
目
的
を
以
て
日
本
に
在
る
か
」『
時
事
新
報
』
一
八
八
四
年
六
月
二
日
。

（
18
）
平
山
洋
、
前
掲
論
文
、
一
九
九
―
二
〇
〇
頁
。

（
19
）
「
今
後
、
わ
が
国
に
お
い
て
内
地
雑
居
を
許
す
の
際
に
は
、
さ
し
あ
た
り
先
ず
宣
教
師
を
容
れ
、
寺
院
を
建
て
ん
と
す
る
も
之
を
妨
げ

ず
、
説
法
を
行
わ
ん
と
す
る
も
亦
之
を
嫌
忌
せ
ず
、
そ
れ
を
し
て
暗
に
雑
居
外
国
人
の
行
為
を
監
視
せ
し
め
、
彼
ら
を
し
て
宣
教
師
の
手

前
を
憚
り
て
、
そ
の
道
義
心
を
保
た
し
む
る
こ
と
肝
要
な
ら
ん
」。『
全
集
』
第
九
巻
、
五
六
〇
頁
。

（
20
）
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件
の
際
の
論
説
「
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
の
不
幸
に
付
き
耶
蘇
教
宣
教
師
の
意
見
を
問
ふ
」（
一
八
八
六
年
一
一
月
一
八
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日
）
で
は
、
宣
教
師
の
条
約
改
正
へ
の
協
力
的
姿
勢
に
触
れ
、「
耶
蘇
教
師
の
功
績
も
亦
大
な
り
」
と
称
賛
し
て
い
る
。『
全
集
』
第
一
一

巻
、
一
四
三
頁
。
中
島
耕
二
「
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件
と
イ
ン
ブ
リ
ー
」『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、

一
〇
三
―
一
〇
五
頁
。

（
21
）
「
地
方
諸
新
聞
の
宗
教
論
」『
東
京
毎
週
新
報
』
第
四
七
号
、
一
八
八
四
年
七
月
一
一
日
、
一
―
三
頁
。「
近
来
、
府
県
の
諸
新
聞
が
頻

り
に
宗
教
の
論
を
か
れ
こ
れ
嘴
を
挟
む
が
如
き
、
実
に
維
新
以
来
、
未
曾
有
の
珍
事
と
謂
は
ざ
る
可
ら
ず
。
か
の
時
事
新
報
が
�
宗
教
も

マ

マ

亦
西
洋
に
従
は
ざ
る
可
ら
ず
�
と
論
じ
て
、
我
基
督
教
の
伝
播
に
賛
成
の
意
を
表
し
た
る
を
初
め
と
し
、
或
は
之
に
賛
成
す
る
あ
り
、
或

は
之
に
抗
敵
す
る
あ
り
、
或
は
仏
教
に
左
袒
す
る
あ
り
、
或
は
仏
教
徒
を
警
戒
す
る
あ
り
て
諸
説
紛
分
区
々
一
な
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
曾

て
度
外
視
せ
る
宗
教
論
に
幾
分
か
注
目
す
る
に
至
り
し
は
、
豈
に
宗
教
拡
張
の
為
め
、
賀
す
べ
き
に
非
ず
や
」。

（
22
）
蘆
原
生
「
時
事
新
報
記
者
の
気
長
に
驚
く
」『
小
野
梓
全
集
』
第
四
巻
、
早
稲
田
大
学
、
一
九
八
一
年
、
五
五
六
―
五
五
七
頁
。
阿
部

恒
久
「
小
野
梓
と
仏
教
」『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
一
五
巻
、
一
九
八
二
年
、
一
一
八
―
一
一
九
頁
。

（
23
）
当
時
、
小
野
梓
は
条
約
改
正
問
題
に
強
い
関
心
を
抱
き
、『
条
約
改
正
論
』
を
執
筆
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
大
日
方
純
夫
『
小
野
梓

―
―
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
一
六
年
、
二
九
二
―
二
九
四
頁
。

（
24
）
中
川
洋
子
「『
令
知
会
雑
誌
』
に
見
る
明
治
仏
教
史
」
中
西
直
樹
・
近
藤
俊
太
郎
編
『
令
知
会
と
明
治
仏
教
』
不
二
出
版
、
二
〇
一
七

年
、
四
六
―
四
八
、
五
〇
頁
。

（
25
）
同
上
、
五
〇
―
五
一
頁
。「
時
事
新
報
の
宗
教
論
を
駁
す
」『
島
地
黙
雷
全
集
』
第
一
巻
、
本
願
寺
出
版
協
会
、
一
九
七
三
年
、
四
六
六

―
四
七
五
頁
。

（
26
）
「
読
売
新
聞
」『
時
事
新
報
』
一
八
八
四
年
六
月
一
六
日
。「
よ
く
よ
く
時
事
新
報
を
取
調
ぶ
れ
ば
、
耶
蘇
教
を
入
れ
て
日
本
の
宗
教
を

追
ひ
払
ひ
、
宗
旨
の
改
正
成
就
し
た
る
其
上
に
て
始
め
て
条
約
の
改
正
に
取
掛
る
可
し
と
は
見
え
ず
」。

（
27
）
武
平
居
士
「
時
事
新
報
の
弁
解
相
立
た
ず
」『
小
野
梓
全
集
』
第
四
巻
、
五
五
八
―
五
五
九
頁
。

（
28
）
「
宗
教
の
争
論
は
禍
源
な
り
」『
東
京
日
日
新
聞
』
一
八
八
四
年
六
月
二
三
日
。「
頃
日
、
時
事
新
報
が
耶
蘇
教
の
事
に
論
及
せ
る
を
見
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て
、
某
新
聞
は
忍
に
憤
恚
の
相
を
顕
は
し
て
、
時
事
新
報
は
耶
蘇
教
に
左
袒
す
る
者
な
り
と
罵
言
し
た
り
。
而
も
時
事
新
報
が
之
に
答
ふ

る
に
我
は
耶
蘇
教
に
左
袒
す
る
者
に
非
ず
と
分
疏
し
た
る
に
至
り
て
は
笑
止
千
万
の
次
第
な
り
。
人
各
々
思
う
所
あ
り
、
信
ず
る
所
あ

り
、
縦
ひ
時
事
新
報
に
於
て
耶
蘇
教
を
称
賛
し
て
十
全
教
法
な
り
と
云
ふ
も
、
他
人
に
お
い
て
何
の
障
碍
あ
ら
ん
や
」。

（
29
）
「
読
売
新
聞
記
者
の
迂
遠
な
る
に
驚
く
」『
東
京
毎
週
新
報
』
第
四
四
号
、
一
八
八
四
年
六
月
二
〇
日
、
二
―
三
頁
。
各
紙
で
の
批
判
の

応
酬
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
「
三
新
聞
の
評
論
」『
令
知
会
雑
誌
』
第
三
号
（
一
八
八
四
年
六
月
）
が
あ
る
。

（
30
）
新
島
襄
は
旅
先
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
妻
の
八
重
に
送
っ
た
手
紙
（
一
八
八
四
年
一
一
月
一
二
日
付
）
で
、「
福
沢
先
生
の
如
き
人
物
に
も

近
来
流
行
之
基
督
教
贔
屓
之
論
を
吐
か
る
ゝ
よ
し
」
と
意
外
の
感
を
洩
ら
し
て
い
る
。『
新
島
襄
全
集
』
第
三
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九

八
七
年
、
三
〇
七
頁
。
本
井
康
博
「
新
島
襄
と
福
沢
諭
吉
」『
新
島
襄
と
徳
富
蘇
峰
―
―
熊
本
バ
ン
ド
、
福
沢
諭
吉
、
中
江
兆
民
を
め

ぐ
っ
て
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
一
八
四
、
二
一
〇
頁
。

（
31
）H

.Loom
is,«Progress

in
Japan»,Foreign

M
issionary,N

ovem
ber
1884,p.256.

こ
の
宣
教
雑
誌
で
は
、
Ｗ
・
イ
ン
ブ
リ
ー
も
福

沢
の
記
事
に
言
及
し
て
い
る
。W
.M
.Im
brie,«V

alue
ofthe

Changes
in
Japan»,op.cit.,Septem

ber1884,p.153.

（
32
）«Japan»

M
issionary

O
utlook,no.46,O

ctober1884,p.158.

（
33
）
「
時
事
新
報
を
読
む
」『
東
京
毎
週
新
報
』
第
四
三
号
、
一
八
八
四
年
六
月
一
三
日
、
二
―
三
頁
。
文
中
に
『
六
合
雑
誌
』
で
の
福
沢
批

判
に
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
筆
者
は
植
村
正
久
と
思
わ
れ
る
。

（
34
）
佐
々
木
隆
編
「
長
崎
省
吾
関
係
文
書
・
そ
の
一
」『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
第
六
六
集
、
一
九
八
五
年
、
九
二
頁
。
坂
本
一
登
『
伊
藤

博
文
と
明
治
国
家
形
成
―
―
「
宮
中
」
の
制
度
化
と
立
憲
制
の
導
入
』
講
談
社
（
講
談
社
学
術
文
庫
）、
二
〇
一
二
年
、
二
五
六
―
二
五

七
頁
。

（
35
）
山
口
輝
臣
、
前
掲
書
、
七
一
頁
。
平
山
洋
、
前
掲
論
文
、
二
〇
〇
―
二
〇
一
頁
。

（
36
）
こ
の
箇
所
の
議
論
は
読
者
の
関
心
を
引
く
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
福
沢
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
論
じ
な
が
ら
も
、
そ
の
将

来
の
実
現
時
期
に
関
し
て
は
巧
み
に
は
ぐ
ら
か
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
化
を
は
る
か
未
来
に
仮
定
し
た
う
え
で
の
議
論
展
開
は
、
福
沢
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の
関
心
が
キ
リ
ス
ト
教
化
そ
れ
自
体
に
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
37
）
福
沢
は
こ
の
二
年
前
の
時
期
か
ら
仏
教
界
の
堕
落
し
た
現
状
に
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
。
都
倉
武
之
「
愛
知
県
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

排
撃
運
動
と
福
沢
諭
吉
（
二
）
明
治
十
三
年
・
額
田
郡
明
大
寺
村
天
主
教
徒
自
葬
事
件
」『
東
海
近
代
史
研
究
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
五

年
、
五
二
頁
。

（
38
）
『
時
事
新
報
』
論
説
で
は
、「
改
革
と
滅
亡
と
擇
む
所
を
知
れ
」（
一
八
八
五
年
六
月
二
日
）
で
も
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
を
対
比
し
な

が
ら
、
仏
教
界
を
叱
咤
す
る
言
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
強
て
経
国
の
点
よ
り
観
察
せ
ん
か
、
今
日
外
交
頻
繁
の
際
、
寧
ろ
耶
蘇
教
に

左
袒
す
る
の
愈
れ
る
に
若
か
ざ
る
可
し
と
思
惟
す
る
程
な
り
と
雖
ど
も
、
左
れ
ば
と
て
日
本
男
子
の
侠
気
と
し
て
、
我
宗
教
家
の
懶
惰
な

る
が
為
め
、
又
其
無
気
力
な
る
が
為
め
に
、
十
方
円
満
の
法
運
も
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
と
其
必
衰
を
共
に
せ
ん
と
す
る
を
見
て
は
、
敢
て

一
言
の
助
告
を
為
さ
ゞ
る
に
忍
び
ざ
る
な
り
」。『
全
集
』
第
一
〇
巻
、
二
九
二
頁
。

（
39
）
当
時
の
仏
教
徒
に
は
、
福
沢
の
問
い
を
受
け
止
め
て
反
省
の
要
を
説
い
て
い
る
者
も
見
ら
れ
る
。
深
川
漁
史
「
覚
悟
は
如
何
」『
明
教

新
誌
』
一
八
八
四
年
六
月
二
六
日
、
五
―
七
頁
。

（
40
）
「
福
沢
一
太
郎
宛
書
簡
（
一
八
八
四
年
五
月
一
二
日
付
）」『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
一
四
〇
―
一

四
一
頁
。
山
口
輝
臣
、
前
掲
書
、
一
〇
一
―
一
〇
二
頁
。
こ
の
書
簡
で
福
沢
は
宣
教
師
の
教
会
運
営
が
西
洋
の
直
訳
式
で
あ
る
た
め
、
日

本
人
の
生
活
感
覚
か
ら
乖
離
し
が
ち
な
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
、
宣
教
師
が
報
告
書
上
の
宣
教
成
績
の
向
上
に
汲
々
と
す
る
様
を
「
報
告

之
奴
隷
」
と
批
判
し
て
い
る
。

（
41
）
『
時
事
新
報
』
の
論
説
「
教
導
職
を
廃
す
」（
一
八
八
四
年
八
月
一
二
日
）
は
、
こ
の
布
達
を
キ
リ
ス
ト
教
公
許
と
は
無
関
係
の
も
の
と

し
て
い
る
。
山
口
輝
臣
、
前
掲
書
、
九
九
頁
。
た
だ
、
教
導
職
を
廃
止
し
た
政
府
方
針
か
ら
は
、
今
後
、
各
宗
教
の
自
由
な
活
動
の
発
展

が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）
『
全
集
』
第
一
〇
巻
、
一
六
頁
。
小
泉
仰
、
前
掲
書
、
七
三
―
七
四
頁
。

（
43
）
『
全
集
』
第
一
〇
巻
、
五
二
―
五
四
頁
。
小
泉
仰
、
前
掲
書
、
二
二
六
―
二
二
八
頁
。
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（
44
）
前
掲
注
（
26
）。

（
45
）
「
耶
蘇
教
国
」『
時
事
新
報
』
一
八
八
四
年
一
一
月
一
日
。

（
46
）
平
山
洋
、
前
掲
論
文
、
二
〇
三
―
二
〇
五
頁
。

（
47
）
こ
の
論
説
「
耶
蘇
教
国
」
は
、『
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
誌
で
批
判
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。«A

Perilin
Japan»

M
ission-

ary
H
erald,

June
1885,

pp.222

―223.

後
に
こ
の
記
事
は
、
オ
ー
テ
ス
・
ケ
ー
リ
の
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
や
サ
ン
ソ
ム
の
『
西
欧

世
界
と
日
本
』（
発
表
年
を
一
八
八
五
年
と
誤
記
）
な
ど
の
歴
史
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｏ
・
ケ
ー
リ
（
江
尻
弘
）
訳
『
日
本
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
史
―
―
最
初
の
五
〇
年
（
一
八
五
九
―
一
九
〇
九
年
）』
教
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
二
四
二
―
二
四
三
頁
。
Ｇ
・

Ｂ
・
サ
ン
ソ
ム
（
金
井
圓
他
訳
）『
西
欧
世
界
と
日
本
』
下
、
筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）、
一
九
九
五
年
、
三
一
三
―
三
一
四
頁
。

（
48
）
日
原
の
論
と
同
様
の
考
え
を
抱
い
た
人
物
に
原
敬
が
い
る
。
原
は
、
外
務
書
記
官
と
し
て
在
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
赴
任
し
て
い
た
時

期
、
伊
藤
博
文
に
宛
て
た
書
簡
（
一
八
八
六
年
二
月
一
日
付
）
で
、
日
本
が
西
洋
か
ら
「
仮
面
に
せ
よ
」「
耶
蘇
教
国
を
以
て
目
せ
ら
る

る
」
必
要
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
坂
本
一
登
、
前
掲
書
、
二
五
八
頁
。
山
口
輝
臣
、
前
掲
書
、
一
一
二
―
一
一
三
頁
。

（
49
）
『
時
事
新
報
』
は
一
八
八
四
年
五
月
二
日
に
「
伊
藤
博
文
君
の
改
宗
」
を
掲
載
し
た
が
、
こ
れ
は
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
の

宗
教
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
の
改
宗
人
と
題
す
る
特
別
記
事
」（
三
月
二
日
）
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
時
事
新
報
』
の
雑
報

記
事
は
、
翌
日
『
官
報
』
の
正
誤
欄
で
否
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
記
事
の
内
容
は
、
伊
藤
博
文
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
後
、
天
皇
や
政
府

要
人
に
「
耶
蘇
教
の
利
益
を
唱
道
」
し
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
山
口
輝
臣
、
前
掲
書
、
七
三
頁
。

（
50
）
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
法
学
者
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
日
本
事
情
の
把
握
の
た
め
に
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
』
を
購
読
し
て
い

た
。
彼
は
同
紙
を
通
じ
て
『
時
事
小
言
』
の
内
容
を
知
り
、
そ
の
論
を
賞
賛
す
る
書
簡
を
福
沢
に
送
っ
て
い
る
。
早
島
瑛
「
ロ
ー
レ
ン

ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
に
宛
て
た
福
沢
諭
吉
の
書
簡
に
つ
い
て
」『
近
代
日
本
と
東
ア
ジ
ア
（
年
報
・
近
代
日
本
研
究
2
）』
山
川
出

版
社
、
一
九
八
〇
年
。

（
51
）
小
川
原
正
道
「
外
交
論
」『
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
〇
九
頁
。
都
倉
武
之
「
福
沢
諭
吉
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の
外
交
思
想
」
小
室
正
紀
編
『
近
代
日
本
と
福
沢
諭
吉
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、
一
八
五
―
一
八
六
頁
。

（
52
）
早
島
瑛
、
前
掲
論
文
、
二
八
〇
頁
。

（
53
）
渡
辺
俊
一
「
福
沢
諭
吉
と
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
―
―
「
開
鎖
論
」
を
中
心
に
」『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
二
四
巻
、
一
九
九
七
年
、
三
七
頁
。

こ
の
論
考
に
は
「
メ
イ
ル
邦
字
新
聞
欄
掲
載
時
事
新
報
記
事
」
一
覧
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）«The

adoption
of
the
foreign

religion
necessary»

JM
,12
July
1884,pp.49

―50.

（
55
）«The

JijiShim
po
and
C
hristianity»

op.cit.,p.35.

（
56
）
渡
辺
俊
一
、
前
掲
論
文
、
三
七
―
三
八
頁
。

（
57
）«W

hatshallbe
the
future

religion
of
Japan?»

JM
,26
July
1884,pp.94

―96.

（
58
）
『
メ
イ
ル
』
に
は
日
原
昌
造
の
「
耶
蘇
教
国
」
も
訳
載
さ
れ
て
い
る
。«A

C
hristian

C
ountry»

JM
,24

January
1885,pp.90

―91.

な

お
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
『
時
事
新
報
』
へ
の
好
意
は
、
一
八
八
七
年
の
条
約
改
正
問
題
で
の
意
見
対
立
で
終
わ
り
を
告
げ
、
以
後
、『
メ

イ
ル
』
は
再
び
『
時
事
新
報
』
と
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
る
。
渡
辺
俊
一
、
前
掲
論
文
、
二
六
―
二
七
頁
。

（
59
）
渡
辺
俊
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
と
福
沢
諭
吉
」、
一
四
七
頁
。

（
60
）
Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
（
村
瀬
寿
代
訳
編
）『
新
訳
考
証

日
本
の
フ
ル
ベ
ッ
キ
―
―
無
国
籍
の
宣
教
師
フ
ル
ベ
ッ
キ
の
生
涯
』
洋
学

堂
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
三
〇
〇
頁
（
手
紙
の
日
付
は
七
月
一
〇
日
だ
が
、
当
該
の
『
メ
イ
ル
』
は
一
二
日
に
刊
行
）。「
ジ
ャ
パ
ン
・

メ
ー
ル
紙
を
一
部
送
り
ま
す
。
注
目
す
べ
き
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
執
筆
者
の
福
沢
氏
は
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
へ
の
導

入
に
は
、
き
わ
め
て
敵
対
す
る
立
場
を
取
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
最
近
全
く
そ
の
考
え
を
翻
し
た
の
で
す
。
福
沢
氏
は
一

種
、
便
宜
主
義
者
で
、
い
わ
ゆ
る
『
ヤ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
』
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
間
で
多
数
の
支
持
者
を
得
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
、
彼
自
身
が
我
々
の
信
仰
を
受
け
入
れ
る
望
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
す
。
彼
の
記
事
が
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
有
利
な
ほ
う
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
疑
う
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。」

（
61
）
「
あ
な
た
が
日
本
に
い
た
時
、
ミ
ス
タ
・
フ
ク
ザ
ワ
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
キ
リ
ス
ト
教
を
と
て
も
敵
対
視
し
て
い
ま
し
た
ね
。
最
近
、
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彼
の
考
え
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
徒
に
な
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
に
好

意
的
に
な
っ
た
と
宣
言
し
た
の
で
す
。
私
は
そ
れ
を
知
り
、
彼
の
友
人
と
し
て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
彼
の
も
つ
影
響
力
、
彼
の

地
位
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
発
展
に
大
き
な
助
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。（
中
略
）
こ
こ
に
私
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ミ
ス
タ
・
フ
ク
ザ
ワ

が
書
い
た
新
聞
の
社
説
を
送
り
ま
す
。」
白
井
堯
子
、
前
掲
書
、
一
二
六
―
一
二
七
頁
。

（
62
）
本
井
康
博
、
前
掲
書
、
一
八
四
頁
。

（
63
）Independent,28

A
ugust1884.

都
倉
武
之
「
米
国
新
聞
掲
載
の
福
沢
諭
吉
論
説
及
び
訪
問
記
事
」、
六
、
一
〇
頁
（
注
12
）。

（
64
）«EditorialParagraph»

M
issionary

H
erald,O

ctober1884,p.381.«Japan
:
PoliticalChristianity»

op.cit.,pp.405

―406.

本
井
康

博
、
前
掲
書
、
二
一
〇
―
二
一
二
頁
。

（
65
）PallM

allG
azette,21

Septem
ber1884.

こ
の
記
事
は
『
メ
イ
ル
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。JM

,15
N
ovem

ber1884,p.468.

（
66
）«Christianity

in
Japan»

London
and
C
hina

Telegraph,12
Septem

ber
1884.

こ
の
記
事
は
『
メ
イ
ル
』
で
論
評
さ
れ
て
い
る
。

JM
,22
N
ovem

ber1884,p.490.

（
67
）
渡
辺
俊
一
、
前
掲
論
文
、
一
四
七
頁
。

（
68
）JM

,15
N
ovem

ber1884,p.470.

（
69
）
Ｍ
・
コ
ー
ナ
ン
「
パ
リ
外
国
宣
教
会
」『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
四
巻
、
研
究
社
、
二
〇
〇
九
年
、
八
〇
―
八
三
頁
。

（
70
）«La

liberté
religieuse

du
Japon»

Les
M
issions

catholiques,n°
802,17

O
ctobre

1884,pp.495

―496.

（
71
）«Japon»
op.cit.,n°

806,14
N
ovem

bre
1884,p.548.

（
72
）
こ
の
無
題
の
記
事
は
、
ウ
ェ
ン
ク
シ
ュ
テ
ル
ン
『
大
日
本
書
誌
』
に
も
「
キ
リ
ス
ト
教
に
向
か
う
日
本
人
の
動
き

«M
ouvem

ent
des

Japonais
vers

le
Christianism

e»

」
の
題
で
採
録
さ
れ
て
い
る
。Friedrich

von
W
enckstern,

A
Bibliography

of
the
Japanese

Em
-

pire,Leiden
:E.J.Brill,1895,p.66.

（
73
）
前
掲
注
（
66
）。
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（
74
）
『
ロ
ン
ド
ン
・
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
テ
レ
グ
ラ
フ
』
は
、
記
事
「
日
本
に
お
け
る
宗
教
迫
害
」（
一
八
六
九
年
三
月
九
日
）
で
『
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
を
参
照
し
、「
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
宣
教
会
の
機
関
誌
」
と
呼
ん
で
い
る
。«R

eligious
Persecution

in

Japan»
London

and
C
hina

Telegraph,9
M
arch

1869,p.116.

両
紙
誌
の
間
で
は
東
洋
事
情
の
把
握
の
た
め
相
互
購
読
が
さ
れ
て
い

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
75
）«The

Progress
of
Japan

（M
orning

Post

）»London
and
C
hina

Telegraph,8
Septem

ber
1884.

（
76
）
ミ
ド
ン
（
一
八
四
〇
―
九
三
）
は
、
一
八
七
一
年
に
来
日
し
、
九
二
年
に
健
康
上
の
理
由
で
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
す
る
ま
で
、
日
本
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
発
展
に
献
身
し
た
人
物
で
あ
る
。
九
一
年
に
初
代
大
阪
司
教
に
叙
階
さ
れ
て
い
る
。
海
老
沢
有
道
「
ミ
ド
ン
」『
日
本

キ
リ
ス
ト
教
歴
史
人
名
事
典
』
教
文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
七
七
五
頁
。

（
77
）A

rchives
de
la
Société

des
M
issions

Etrangères
de
Paris,Japon,C

arton
M
idon,1

O
ctobre

1884.

（
78
）
「
一
八
八
四
年

北
緯
代
牧
区
」
松
村
菅
和
、
女
子
カ
ル
メ
ル
修
道
会
共
訳
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
聖
母
の
騎
士

社
、
一
九
九
六
年
、
八
九
頁
。

（
79
）«La

question
religieuse

du
Japon»

Les
M
issions

catholiques,n°
814,9

Janvier
1885,pp.18

―21.

（
80
）
訳
文
は
以
下
の
邦
訳
を
借
り
て
い
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
マ
ル
ナ
ス
（
久
野
桂
一
郎
訳
）『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
復
活
史
』
み
す
ず
書
房
、

一
九
八
五
年
、
五
五
二
頁
。

（
81
）
同
上
、
五
五
二
―
五
五
四
頁
。『
メ
イ
ル
』
は
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
者
の
間
で
も
読
ま
れ
て
い
た
が
、
ミ
ド
ン
報
告
に
お
け
る
福
沢
論
説

の
訳
文
は
、
文
体
か
ら
判
断
し
て
『
時
事
新
報
』
原
文
か
ら
訳
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
82
）
同
上
、
五
五
四
頁
。『
郵
便
報
知
新
聞
』
は
、
当
時
、
福
沢
門
下
の
藤
田
茂
吉
が
主
筆
を
務
め
て
い
た
。

（
83
）Francisque

M
arnas,

La
religion

de
Jésus

（Yaso
Ja-K
yô

）ressuscitée
au
Japon,

dans
la
seconde

m
oitié

du
XIXe

siècle,

Tom
e
2,Lyon

:D
elhom

m
e
etB
riguet,1896,pp.486

―495.

マ
ル
ナ
ス
は
、
ミ
ド
ン
報
告
の
引
用
に
あ
た
っ
て
順
序
を
変
え
て
お
り
、

ま
た
、
そ
の
引
用
文
の
一
部
を
本
文
中
の
地
の
文
章
で
用
い
さ
え
し
て
い
る
。
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（
84
）
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
マ
ル
ナ
ス
、
前
掲
書
、
四
八
八
頁
。
マ
ル
ナ
ス
は
、
注
の
各
所
で
同
誌
の
記
事
に
依
拠
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る

が
、
こ
の
ミ
ド
ン
報
告
に
関
し
て
は
そ
の
旨
を
記
し
て
い
な
い
。

（
85
）
中
島
昭
子
「
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
神
父
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
日
本
再
布
教
」
岸
野
久
、
村
井
早
苗
編
『
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
新
発
見
』
雄
山
閣
出

版
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
二
頁
。

（
86
）
同
上
、
一
〇
三
頁
。

（
87
）Edm

ond-Pierre-Louis
M
arbot,

N
os
évêques.

Vie
de
M
gr
Theodore-Augustin

Forcade,
archevêque

d’Aix,
Arles

et
Em
brun

（1816

―1885
）,A

ix
:A
.M
akaine,1889,pp.605

―606.

（
88
）
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
琉
球
滞
在
記
は
、
彼
の
最
晩
年
に
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
』
で
連
載
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
、
単
行
本
化
さ

れ
て
い
る
。Théodore-A

ugustin
Forcade,

Le
prem

ier
m
issionnaire

catholique
du
Japon

au
XIXe

siècle,
Lyon

:B
ureaux

des

M
issions

catholiques,
1885.

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
（
中
島
昭
子
・
小
川
早
百
合
訳
）『
幕
末
日
仏
交
流
記
―
―
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
神
父
の
琉
球

日
記
』
中
央
公
論
社
（
中
公
文
庫
）、
一
九
九
三
年
。

（
89
）A

rchives
de
la
C
ongrégation

des
A
ffaires

ecclésiastiques
extraordinaires,C

ina-G
iappone,pos.1,fasc.12,Sacra

C
ongregazi-

one
degliaffariecclesiasticistraordinari,G

iappone,M
arzo

1886.

（N
um
I

）

（
90
）C

laude
Prudhom

m
e,
Stratégie

m
issionnaire

du
Saint-Siège

sous
Léon

XIII

（1878

―1903

）:centralisation
rom
aine

et
défis

culturels,R
om
e
:École

française
de
R
om
e,1994,pp.463

―464.

た
だ
、
プ
リ
ュ
ド
ム
は
、
こ
の
書
簡
の
執
筆
者
を
オ
ズ
ー
フ
と
誤
記

し
て
い
る
。

（
91
）O
livier

Sibre,
Le
Saint-Siège

et
l’Extrêm

e-O
rient

（C
hine,

C
orée,

Japon

）:de
Léon

XIII
à
Pie
XII

（1880

―1952

）,R
om
e
:

École
française

de
R
om
e,2012,p.57.

（
92
）
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ム
ズ
（
矢
田
部
厚
彦
訳
）『
幕
末
・
明
治
日
仏
関
係
史

一
八
五
四
―
一
八
九
五
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇

年
、
二
二
五
頁
。
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（
93
）
教
皇
庁
の
対
東
ア
ジ
ア
外
交
を
概
観
し
た
論
考
に
下
記
の
も
の
が
あ
る
。
塩
崎
弘
明
「
教
皇
庁
の
対
東
ア
ジ
ア
外
交
政
策
―
―
日
本
及

び
中
国
と
の
外
交
関
係
樹
立
へ
の
道
」『
人
間
文
化
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
94
）Sacra

Congregazione
degliaffariecclesiasticistraordinari,G

iappone,M
arzo

1886.N
um
.III.

（
95
）
シ
ア
ン
キ
エ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
本
省
宛
て
報
告
（
一
八
八
五
年
九
月
一
四
日
）
に
「
八
月
、
井
上
外
務
卿
に
最
初
に
本
件
を
切
り
出
し
た

時
、
本
使
が
教
皇
の
行
為
は
西
洋
諸
国
間
に
お
け
る
日
本
の
地
位
向
上
に
貢
献
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
明
敏
で
頭
の
速
い
井
上

伯
は
、
教
皇
の
行
動
が
日
本
の
利
益
に
及
ぼ
す
効
果
を
直
ち
に
把
握
し
、
そ
の
満
足
ぶ
り
を
隠
さ
な
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
リ

チ
ャ
ー
ド
・
シ
ム
ズ
、
前
掲
書
、
二
二
五
頁
（
訳
文
を
一
部
変
更
）。

（
96
）
宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
六
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
、
四
七
五
頁
。
山
口
輝
臣
、
前
掲
書
、
一
〇
九
―
一
一
一
頁
。
高

木
一
雄
『
日
本
・
ヴ
ァ
チ
カ
ン
外
交
史
』
聖
母
の
騎
士
社
、
一
九
八
四
年
、
二
七
〇
―
二
七
一
頁
。

（
97
）«A

udience
accordée

à
M
grO
soufparS.M

.le
M
ikado»

Les
M
issions

catholiques,n°
856,30

O
ctobre

1885,pp.518

―520.

フ

ラ
ン
シ
ス
ク
・
マ
ル
ナ
ス
、
前
掲
書
、
五
六
四
―
五
六
五
頁
。

（
98
）JM

,
17
O
ctober

1885,
p.371.

こ
の
『
メ
イ
ル
』
の
記
事
で
は
、『
山
梨
日
日
新
聞
』
の
記
事
「
羅
馬
法
王
の
使
節
」（
一
八
八
五
年

一
〇
月
六
日
）
が
例
外
的
に
教
皇
使
節
の
訪
問
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
事
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
投
稿

文
で
あ
る
。

（
99
）
拙
稿
「
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
転
換
期
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
―
―
パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
関
係
を
通
し

て
」『
日
本
研
究
』
第
四
四
集
、
二
〇
一
一
年
、
二
六
二
頁
。

（
100
）
「
羅
馬
法
王
の
使
節
」『
時
事
新
報
』
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
一
日
。

（
101
）
鳥
谷
部
春
汀
の
人
物
評
論
「
羅
馬
法
王
レ
オ
十
三
世
」（
一
九
〇
三
年
九
月
）
で
も
教
皇
使
節
の
日
本
派
遣
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず

（『
春
汀
全
集
』
第
三
巻
、
博
文
館
、
一
九
〇
九
年
）、
当
時
の
日
本
で
は
そ
の
事
実
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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